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第
一
話 

 

万
葉
集
の
頭
歌
の
雄
略
天
皇
の
歌
と 

第
二
首
目
の
舒
明
天
皇
の
歌
と
そ
の
関
係 

天
皇
の
御
製
歌   

▼
籠 こ

も
よ 

み
籠
持

こ

も

ち 

掘 ふ

串 く
し

も
よ 

み
掘
串
持
ち 

こ
の
岳 を

か

に 

菜
摘

な

つ

ま
す
児 

家
聞
か
な 

名
告 の

ら
さ
ね 

そ

ら
み
つ 

大
和
の
国
は 

お
し
な
べ
て 
わ
れ
こ
そ
居 を

れ 

し
き
な
べ
て 

わ
れ
こ
そ
座 ま

せ 

わ
れ
こ
そ
は 

告 の

ら
め 

家
を
も
名
を
も 

天
皇
御
製
歌 

 

▽
籠
毛
與 

美
籠
母
乳 

布
久
思
毛
與 

美
夫
君
志
持 

此
岳
尓 

菜
採
須
兒 

家
吉
閑 

名
告
沙
根 

虚

見
津 

山
跡
乃
國
者 

押
奈
戸
手 

吾
許
曽
居 

師
吉
名
倍
手 

吾
己
曽
座 

我
許
曽
者 

告
目 

家
呼
毛

名
雄
母 

こ
の
歌
は
「
泊
瀬
朝
倉
宮
御
宇
天
皇
代
」
、
つ
ま
り
雄
略
天
皇
の
御
代
に
分
類
さ
れ
て
い
る
唯
一
の
歌
で
、

更
に
御
製
歌
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
題
詞
の
「
天
皇
」
は
第
二
十
一
代
・
雄
略
天
皇
で
あ
る
こ
と
は
明
白

で
す
。 

こ
の
歌
は
次
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
て
い
ま
す
。 

｛
籠
よ
、
そ
の
美
し
い
籠
を
持
ち
、
箆
（
へ
ら
）
よ
、
そ
の
美
し
い
箆
を
持
っ
て
、
こ
の
丘
で
菜
を
摘
ん
で

い
る
娘
、
お
前
は
ど
こ
の
家
の
娘
か
、
名
は
な
ん
と
い
う
の
か
、
大
和
の
国
は
、
す
べ
て
わ
た
し
が
治
め
、

わ
れ
こ
そ
が
支
配
し
て
い
る
の
だ
、
わ
た
し
こ
そ
明
か
そ
う
、
家
も
名
を
も
｝ 

神
的
存
在
と
考
え
ら
れ
て
い
た
古
代
の
天
皇
の
、
こ
ん
な
牧
歌
的
で
、
開
放
的
な
歌
が
万
葉
集
の
頭
歌
に
収

録
さ
れ
た
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
作
る
原
万
葉
集
（
現
在
の
万
葉
集
と
区
別
す
る
た
め
に
大
伴
家
持
が
編
纂
し

た
歌
集
を
原
万
葉
集
と
称
し
、
ま
た
そ
の
原
万
葉
集
の
核
に
な
っ
た
歌
集
を
核
万
葉
集
と
区
別
し
て
称
す
る

こ
と
あ
り
）
の
目
標
を
宣
言
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。 

し
か
し
、
多
く
の
天
皇
の
中
で
、
な
ぜ
雄
略
天
皇
の
歌
が
、
原
万
葉
集
の
第
一
首
目
の
歌
に
配
列
さ
れ
た
の

で
し
ょ
う
か
。 

万
葉
集
最
終
の
歌
（
巻
二
十
・
四
六
一
五
、
天
平
宝
字
三
年
（
七
五
九
）
正
月
）
か
ら
約
百
五
十
年
後
（
九

０
五
年
）
に
編
纂
さ
れ
た
古
今
和
歌
集
の
仮
名
序
で
は
、
倭
歌
の
始
ま
り
は
、
神
代
時
代
に
高
天
原
か
ら
出

雲
に
降
っ
た
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
（
速
須
佐
之
男
命
（
記
）
）
が
、
初
め
て
須
賀
の
宮
を
作
っ
た
時
に
詠
ん

だ
古
事
記
第
一
番
の
歌
に
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。 

日
本
書
紀
に
も
同
じ
歌
が
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
古
今
集
の
こ
の
説
は
記
紀
に
従
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
万
葉
集
の
考
え
方
と
は
明
ら
か
に
異
な
り
ま
す
。 

参
考
の
た
め
に
そ
の
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
の
歌
を
掲
げ
ま
す
。 

 

▽
八
雲
立
つ
、
出
雲
八
重
垣
、
妻
篭
み
に
、
八
重
垣
作
る
、
そ
の
八
重
垣
を 
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こ
の
歌
は
記
紀
に
収
録
さ
れ
た
す
べ
て
の
歌
と
同
様
に
完
全
な
訓
読
み
漢
字
化
（
記
紀
の
表
記
の
場
合
は
こ

の
よ
う
に
記
し
、
万
葉
集
の
場
合
に
は
万
葉
仮
名
と
称
し
ま
す
）
さ
れ
て
い
ま
す
。 

記
紀
の
編
纂
に
お
い
て
は
、
文
章
は
漢
文
、
倭
歌
は
訓
読
み
漢
字
化
す
る
と
い
う
明
確
な
方
針
が
貫
か
れ
て

い
ま
す
。 

参
考
の
た
め
に
、
記
紀
の
原
歌
を
掲
げ
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
記
紀
の
表
記
は
万
葉
仮
名
と
は
異
な
る
訓
読
み
漢

字
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
記
紀
の
間
で
も
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
ま
す
。 

短
歌
は
完
全
な
五
七
五
七
七
調
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
記
紀
編
纂
期
か
ら
三
十
一
文
字
と
定
め
ら
れ
た

と
想
定
で
き
ま
す
。 

例
え
ば
、
万
葉
集
に
は
五
七
七
・
五
七
七
調
の
旋
頭
歌
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
記
紀
で
は
淘
汰
さ
れ
て

統
一
化
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

古
事
記 

▽
夜
久
毛
多
都
、
伊
豆
毛
夜
弊
賀
岐
、
都
麻
碁
微
爾
、
夜
弊
賀
岐
都
久
流
、
曾
能
夜
弊
賀
岐
袁 

日
本
書
紀 

▽
夜
句
茂
多
兔 

伊
弩
毛
夜
覇
餓
岐 

兔
磨
語
味
爾 

夜
覇
餓
枳
都
倶
盧 

 

贈(

旧
字)

廼
夜
覇
餓
岐
廻 

 

話
を
元
に
戻
し
、
雄
略
天
皇
の
歌
の
内
容
に
限
っ
て
話
を
進
め
て
み
ま
す
。 

こ
の
歌
の
原
歌
は
、
完
全
に
万
葉
仮
名
化
し
て
い
ま
せ
ん
。
混
合
型
で
す
。
動
詞
と
し
て
、
持
（
も
ち
）
、

採
（
つ
ま
）、
告
（
の
ら
）、
押
（
お
し
）
は
ま
だ
万
葉
仮
名
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
持
（
も
ち
）
を
母
乳
（
も

ち
）
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
万
葉
仮
名
化
の
兆
し
が
あ
り
ま
す
。
名
詞
と
し
て
山
（
や
ま
）、
国
（
く
に
）、

吾
（
わ
れ
）、
我
（
わ
れ
）、
家
（
い
え
）
は
ま
だ
漢
字
用
法
で
す
。 

そ
れ
に
布
久
思
（
堀
串
（
ふ
く
し
）
）
と
表
記
し
て
い
る
の
に
、
そ
の
直
後
で
は
（
美
）
夫
君
志
（（
み
）
ふ

く
し
）
と
異
な
っ
た
表
記
を
し
て
い
ま
す
。 

万
葉
仮
名
句
が
繰
り
返
し
使
用
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。「
籠
（
こ
）」
の
繰
り
返
し
も
異
な
っ
て
い
ま
す
。
当
時

の
歌
は
歌
っ
て
聞
く
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
音
韻
の
区
別
を
配
慮
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

こ
の
歌
の
中
で
、
万
葉
集
の
中
で
は
、
非
常
に
ま
れ
な
万
葉
仮
名
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
「
君
」

と
記
し
て
｛
く
｝
と
読
ん
で
い
る
こ
と
で
す
。 

万
葉
集
の
原
歌
で
使
用
さ
れ
て
い
る
「
君
」
は
五
百
二
十
六
首
が
検
出
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
中
で
、
人
名
（
例

え
ば
、
石
川
君
子
）
も
あ
り
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
が
「
君
（
き
み
）」
と
い
う
呼
称
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い

ま
す
。
万
葉
集
の
経
時
変
化
を
探
っ
て
み
る
と
、「
公
」
か
ら
「
君
」
に
、
そ
し
て
万
葉
仮
名
で
は
（
吉
、

枳
、
伎
）
美
と
な
り
、
時
代
が
下
る
と
「
伎
美
」
に
統
一
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

古
事
記
に
収
録
さ
れ
た
歌
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
訓
読
み
漢
字
化
し
て
い
ま
す
の
で
、「
君
」
を
検
索
す
る
と

十
二
首
の
歌
が
抽
出
さ
れ
ま
す
。「
君
」
と
「
大
君
」
が
そ
れ
ぞ
れ
六
首
ず
つ
あ
り
ま
す
が
、
原
歌
で
は
一

首
の
「
伎
彌
」
を
除
い
て
す
べ
て
「
伎
美
」
で
す
。 

こ
こ
で
万
葉
集
の
「
君
（
き
み
）」
の
万
葉
仮
名
化
の
時
代
的
変
遷
を
厳
密
に
考
察
す
る
た
め
に
、
万
葉
仮

名
化
さ
れ
て
い
る
第
五
巻
（
神
亀
年
間
）
と
第
十
五
巻
（
天
平
八
か
ら
九
年
頃
）
と
の
間
の
約
十
二
、
三
年

の
間
に
「
君
」
の
万
葉
仮
名
化
を
調
べ
て
み
る
と
、
第
五
巻
の
八
首
の
歌
は
「
伎
美
」
二
首
、「
吉
美
」
四

首
、「
伎
弥
」
と
「
枳
美
」
そ
れ
ぞ
れ
一
首
ず
つ
で
す
が
、
第
十
五
巻
に
な
る
と
十
四
首
の
す
べ
て
が
、「
伎
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美
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。
古
事
記
の
訓
読
み
漢
字
表
記
が
天
平
八
年
頃
に
は
完
全
に
、「
君
（
き
み
）」
が
「
伎

美
」
と
し
て
万
葉
仮
名
表
記
が
全
面
的
に
採
用
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。 

古
事
記
が
献
上
（
七
一
二
年
）
か
ら
二
十
五
年
経
過
し
て
い
ま
す
が
、
実
質
的
に
は
十
年
前
、
つ
ま
り
天
平

元
年
頃
に
は
常
用
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

し
か
し
万
葉
集
で
は
「
君
（
き
み
）」
の
ま
ま
の
使
用
は
、
ず
っ
と
続
き
ま
す
。 

そ
う
し
た
中
で
、「
君
」
を
｛
く
｝
と
万
葉
仮
名
化
し
た
歌
が
、
先
の
雄
略
天
皇
の
歌
を
含
め
て
四
首
抽
出

さ
れ
ま
す
。 

そ
の
第
二
首
目
の
歌
（
巻
五
・
八
六
六
）
は
天
平
二
年
七
月
頃
に
、
平
城
京
に
お
け
る
大
伴
旅
人
の
主
治
医

で
あ
っ
た
吉
田
宣
が
大
宰
府
に
赴
任
し
て
い
た
大
伴
旅
人
に
贈
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
歌
の
中
で
、「
都

久
紫
能
君
仁
波
」（
つ
く
し
の
く
に
は
＝
筑
紫
の
国
は
）
と
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
「
筑
紫
の
君
に
は
」

と
は
解
釈
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

次
の
第
三
首
目
の
歌
（
巻
十
四
・
三
四
四
四
）
で
は
原
歌
で
「
乎
加
能
久
君
美
良
」
で
、｛
岡
の
茎
韮(

く
く

み
ら)

の
「
く
く
み
ら
」
の
｛
く
｝
と
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。‘
植
物
の
｛
ニ
ラ
｝
の
こ
と
で
す
。 

そ
の
第
四
首
目
の
歌
（
巻
十
五
・
三
六
八
０
）
は
天
平
八
年
遣
隋
使
一
行
の
歌
で
す
。
そ
の
中
に
「
佐
乎
思

賀
奈
君
母
」（
さ
お
し
か
な
く
も
＝
さ
男
鹿
鳴
く
も
）
と
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。「
君
」
が
万
葉
仮
名
化
さ
れ
る

仮
定
で
、
極
一
部
の
動
き
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、「
君
」
を
｛
く
｝
と
万
葉
仮
名
化
を
試
み
ら
れ
た
こ
と
が

あ
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

五
世
紀
半
ば
の
雄
略
天
皇
の
歌
の
中
で
、
ほ
と
ん
ど
稀
な
用
例
の
「
く
」
（
君
）
の
表
記
が
、
約
三
百
年
後

に
詠
ま
れ
た
歌
に
、
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
ま
す
。 

記
紀
の
本
文
は
完
全
な
漢
文
な
の
に
、
倭
歌
は
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
訓
読
み
漢
字
化
し
、
本
文
に
収
録

さ
れ
た
の
か
は
関
心
事
で
す
。 

万
葉
仮
名
は
工
夫
さ
れ
、
時
間
を
か
け
て
生
ま
れ
、
収
斂
し
て
い
っ
た
の
に
対
し
て
、
記
紀
の
訓
読
み
漢
字

化
は
官
に
よ
る
研
究
に
よ
っ
て
記
紀
の
完
成
と
共
に
公
表
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

し
か
し
、
日
本
書
紀
と
比
べ
て
、
古
事
記
は
官
の
影
響
が
少
な
い
と
想
定
で
き
る
の
で
、
古
事
記
の
訓
読
み

漢
字
化
と
万
葉
集
の
万
葉
仮
名
化
は
比
較
研
究
の
対
象
に
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

万
葉
集
で
は
天
平
年
間
に
な
る
と
、「
君
」
の
意
味
は
、
男
性
に
は
勿
論
、
女
性
へ
の
呼
び
か
け
と
し
て
も

使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
か
な
り
一
般
的
な
呼
称
に
な
る
の
で
す
が
、
天
皇
、
あ
る
い
は
皇
族
、
そ
れ
に

貴
族
の
呼
称
と
し
て
使
用
さ
れ
続
け
て
い
き
ま
す
。
万
葉
仮
名
化
し
て
使
用
す
る
に
は
抵
抗
が
あ
っ
た
で
し

ょ
う
。 

「
君
」
が
万
葉
仮
名
の
｛
く
｝
に
定
着
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

次
に
留
意
す
べ
き
こ
と
は
「
そ
ら
み
つ 

大
和
の
国
」（
虚
見
津 

山
跡
乃
國
）
と
い
う
句
で
す
。
「
そ
ら
み

つ
」
と
「
大
和
の
国
」
は
不
可
分
の
連
結
成
句
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

「
そ
ら
み
つ
」
の
意
味
は
、
｛
空
に
満
ち
る
｝
と
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
万
葉
集
の
表
記
は
「
虚
（
あ
る

い
は
空
）
見
つ
」
で
す
か
ら
、
｛
虚
空
（
天
空
）
に
見
え
る
｝
あ
る
い
は
｛
虚
空
に
聳
え
る
｝
と
少
し
違
っ

た
景
色
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
。 

こ
の
成
句
は
古
事
記
に
は
三
首
の
歌
に
、
日
本
書
紀
に
は
一
首
の
歌
の
中
に
詠
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
古
事

記
の
歌
を
時
代
的
に
列
挙
す
る
と
、
仁
徳
天
皇
と
建
内
宿
禰
と
が
交
換
し
た
歌
が
そ
れ
ぞ
れ
一
首
ず
つ
の
二

首
、
次
に
雄
略
天
皇
の
一
首
で
す
。 
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日
本
書
紀
で
は
雄
略
天
皇
の
歌
の
中
で
「
一
本
」
に
あ
る
歌
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。 

仁
徳
天
皇
は
雄
略
天
皇
の
祖
父
君
で
す
か
ら
、
同
じ
成
句
の
歌
を
詠
ま
れ
た
の
は
納
得
が
い
き
ま
す
。 

い
ず
れ
も
「
日
本
国
」
の
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
仁
徳
天
皇
と
建
内
宿
禰
の
歌
は
、｛
雁
が
卵
を

生
ん
だ
の
は
日
本
で
初
め
て
の
こ
と
｝
と
し
て
、
国
内
の
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

雄
略
天
皇
の
一
首
の
歌
は
、
記
紀
と
も
同
じ
吉
野
宮
行
幸
の
時
の
歌
で
す
。 

古
事
記
の
歌
で
は
、
雄
略
天
皇
が
阿
岐
豆
野
（
あ
き
づ
の
）
に
行
幸
さ
れ
た
時
に
詠
ま
れ
た
歌
の
中
に
「
蘇

良
美
都 

夜
麻
登
能
久
爾
」（
そ
ら
み
つ 

倭
の
国
）
と
詠
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
歌
の
背
景
に
は
、
行
幸
さ
れ
た
天
皇
が
虻
（
ア
ブ
）
に
食
わ
れ
て
悔
し
い
と
思
わ
れ
た
時
に
、
ト
ン
ボ

（
蜻
蛉
）
が
飛
ん
で
き
て
、
そ
の
ア
ブ
を
喰
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
大
和
国
を
蜻
蛉
島
（
あ
き
づ
し
ま
）
と

名
付
け
ら
れ
た
と
い
う
伝
誦
が
あ
り
ま
し
た
。 

古
事
記
の
雄
略
天
皇
の
歌
は
「
そ
ら
み
つ 
大
和
の
国
を
蜻
蛉
（
あ
き
づ
し
ま
）
と
ふ
」
と
い
う
成
句
（「
蘇

良
美
都 

夜
麻
登
能
久
爾
袁 

阿
岐
豆
志
麻
登
布
」）
で
締
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

一
方
日
本
書
紀
で
は
雄
略
天
皇
四
年
八
月
条
に
、
吉
野
に
行
幸
さ
れ
た
時
の
歌
で
す
か
ら
、
古
事
記
の
阿
岐

豆
野
は
吉
野
の
秋
津
野
と
考
え
て
よ
さ
そ
う
で
す
。
同
じ
句
を
日
本
書
紀
で
は
一
本
（
或
本
の
意
）
で
は
「
蘇

羅
瀰
豆 

野
麻
等
能
矩
儞
鳴 

阿
岐
豆
斯
麻
登
以
符
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
或
本
と
は
古
事
記
、
あ
る

い
は
古
事
記
の
原
本
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
を
強
く
推
定
で
き
ま
す
。 

一
方
、
万
葉
集
に
お
け
る
「
そ
ら
み
つ 

大
和
の
国
」
の
用
法
を
調
べ
て
み
る
と
、
先
の
雄
略
天
皇
の
歌
を

含
め
て
五
首
の
歌
が
抽
出
さ
れ
ま
す
。 

「
そ
ら
み
つ
」
は
記
紀
で
は
完
全
に
訓
読
み
漢
字
化
し
て
い
ま
す
が
、
万
葉
集
で
は
「
虚
見
津
」、「
虚
見
通
」

が
各
一
首
、
「
虚
見
都
」
が
二
首
、
そ
れ
に
「
空
見
津
」
が
一
首
で
、
完
全
に
は
万
葉
仮
名
化
し
て
い
ま
せ

ん
。
万
葉
集
に
は
こ
だ
わ
り
が
あ
り
ま
す
。 

仁
徳
天
皇
あ
る
い
は
雄
略
天
皇
の
歌
を
知
っ
て
い
て
歌
を
詠
み
、
万
葉
集
に
最
初
に
採
用
さ
れ
た
歌
は
、
山

上
憶
良
の
歌
（
巻
五
・
八
九
四
）
と
作
者
不
詳
歌
（
巻
十
三
・
三
二
三
六
番
；
時
代
が
推
定
で
き
ま
せ
ん
が
、

由
緒
あ
る
歌
な
の
で
古
い
歌
と
想
定
）
で
す
。 

残
り
の
二
首
の
歌
は
、
天
平
勝
宝
四
年
遣
唐
使
（
遣
唐
押
使
・
藤
原
清
河
）
が
派
遣
さ
れ
る
時
に
、
天
平
五

年
遣
唐
使
（
遣
唐
大
使
・
多
治
比
広
成
）
に
贈
ら
れ
た
歌
（
巻
十
九
・
四
二
四
五
）
（
作
者
不
詳
）
と
、
天

平
勝
宝
四
年
の
遣
唐
使
に
贈
ら
れ
た
聖
武
上
皇
（
あ
る
い
は
孝
謙
天
皇
）
の
歌
（
巻
十
九
・
四
二
六
四
）
で

す
。 

こ
れ
ら
二
首
の
歌
は
そ
れ
ぞ
れ
、
天
平
勝
宝
四
年
の
遣
唐
使
の
送
別
の
宴
で
披
露
さ
れ
た
歌
で
、
後
者
の
歌

は
出
港
直
前
に
難
波
津
港
に
高
麗
福
信
を
使
者
と
し
て
遣
わ
し
て
酒
肴
と
共
に
贈
ら
れ
た
天
皇
の
歌
で
す
。 

作
者
不
詳
歌
は
大
和
地
方
の
景
色
を
詠
ん
だ
歌
で
す
か
ら
、
ま
だ
「
国
家
」
の
意
識
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
雄

略
天
皇
の
歌
を
除
い
た
残
り
三
首
は
い
ず
れ
も
。
唐
に
対
す
る
「
日
本
の
国
威
」、
つ
ま
り
「
国
家
」
を
意

識
し
て
詠
ま
れ
た
歌
で
す
。 

日
本
国
を
「
蜻
蛉
島
（
あ
き
づ
し
ま
）」
と
称
し
、「
そ
ら
み
つ 

大
和
の
国
」
の
使
用
を
定
着
し
た
の
は
雄
略

天
皇
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

雄
略
天
皇
の
歌
が
第
一
巻
の
巻
頭
歌
、
つ
ま
り
万
葉
集
の
頭
歌
に
な
っ
た
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
万
葉
集
編

者
た
ち
は
、
万
葉
集
は
漢
詩
で
は
な
く
、
倭
歌
、
つ
ま
り
「
日
本
の
歌
」
を
収
集
す
る
の
だ
と
い
う
宣
言
を

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。 
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事
実
、
万
葉
集
に
お
い
て
天
皇
の
歌
と
し
て
一
番
古
い
歌
は
、
こ
の
雄
略
天
皇
の
歌
で
す
。 

そ
の
上
で
疑
問
に
思
う
の
は
、
歴
代
の
天
皇
の
中
で
、
な
ぜ
雄
略
天
皇
の
歌
を
万
葉
集
の
頭
歌
に
し
た
の
か

と
い
う
疑
念
は
残
り
ま
す
。 

こ
の
疑
問
に
対
し
て
、
例
え
ば
、
仁
徳
天
皇
も
候
補
に
な
り
う
る
可
能
性
が
あ
っ
た
の
で
は
と
考
え
る
の
で

す
。
事
実
、
仁
徳
天
皇
は
雄
略
天
皇
の
祖
父
で
あ
り
、
そ
の
父
は
允
恭
天
皇
で
す
か
ら
、
仁
徳
天
皇
の
歌
が

万
葉
集
の
頭
歌
を
飾
る
候
補
に
な
れ
た
は
ず
で
す
。 

仁
徳
天
皇
の
皇
后
で
あ
る
磐
姫
皇
后
の
歌
（
巻
二
・
八
五
か
ら
四
首
）、
そ
れ
に
妃
に
さ
れ
よ
う
と
し
た
女

鳥
王
（
日
本
書
紀
で
は
雌
鳥
皇
女
、
後
に
皇
后
に
な
っ
た
八
田
若
郎
女
（
日
本
書
紀
で
は
八
田
皇
女
）
の
同

母
妹
）、
万
葉
集
で
は
難
波
天
皇
（
仁
徳
天
皇
）
の
異
母
妹
の
歌
（
巻
四
・
四
八
四
）
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

に
仁
徳
天
皇
の
異
母
弟
、
宇
治
若
郎
子
（
古
事
記
、
宇
遲
能
和
紀
郎
子
、
日
本
書
紀
、
莵
道
稚
郎
子
皇
子
）

の
墓
の
こ
と
を
詠
ん
だ
柿
本
人
麻
呂
歌
集
の
歌
（
巻
九
・
一
七
九
五
）
も
あ
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
万
葉
集
に
お
い
て
、
仁
徳
天
皇
に
極
近
い
近
親
者
が
注
目
さ
れ
て
い
る
う
え
に
、
記
紀
と
も
に

仁
徳
天
皇
自
身
が
詠
ま
れ
た
歌
が
多
数
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
ら
。 

し
か
し
、
万
葉
集
の
歌
は
記
紀
の
歌
と
は
ほ
と
ん
ど
関
係
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
。
当
然
の
帰
結
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
気
に
掛
か
り
ま
す
。 

仁
徳
天
皇
の
次
の
有
名
な
歌
（
（
新
古
今
・
巻
七
・
七
０
七
）
が
な
ぜ
万
葉
集
に
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
の
か

と
ず
っ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。 

仁
徳
天
皇
の
御
歌 

▽
高
き
屋
に 

登
り
て
見
れ
ば 

煙
立
つ 

民
の
か
ま
ど
は 

に
ぎ
は
ひ
に
け
り 

 

古
事
記
に
は
こ
の
歌
に
関
連
す
る
国
見
と
税
の
徴
収
を
一
時
中
止
し
、
聖
帝
と
称
せ
ら
れ
た
仁
徳
天
皇
の
話

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

万
葉
集
の
初
期
の
時
代
に
も
仁
徳
天
皇
の
話
は
巷
間
に
語
り
伝
え
ら
れ
て
い
た
は
ず
で
す
。 

当
然
こ
の
歌
以
外
に
も
記
紀
に
は
仁
徳
天
皇
の
多
数
の
歌
が
あ
り
ま
す
。
万
葉
集
の
編
者
は
な
ぜ
こ
れ
ら
記

紀
の
歌
と
か
伝
誦
歌
を
収
録
し
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

文
献
に
よ
れ
ば
、
こ
の
仁
徳
天
皇
の
歌
は
万
葉
集
の
編
纂
時
代
に
は
こ
の
歌
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら

の
よ
う
で
す
。「
和
漢
朗
詠
集
」（
一
０
一
三
年
頃
、
藤
原
公
任
撰
）
の
「
刺
史
」
に
分
類
さ
れ
初
出
し
と
考

え
ら
れ
、
延
暦
六
年
日
本
紀
竟
宴
和
歌
に
藤
原
時
平
の
「
高
殿
に
登
り
て
見
れ
ば
天
の
下
四
方
に
煙
り
て
今

ぞ
富
み
ぬ
る
」
が
訛
伝
し
た
と
い
う
説
も
あ
り
、
こ
の
歌
が
万
葉
集
に
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
当
然
だ
っ

た
の
で
す
が
・
・
・ 

雄
略
天
皇
の
歌
が
万
葉
集
の
頭
歌
に
絞
っ
た
理
由
を
想
定
し
、
以
下
に
掲
げ
て
み
ま
す
。 

★
第
一
の
視
点
は
、
雄
略
天
皇
に
関
し
て
古
事
記
の
雄
略
記
の
中
に
万
葉
集
の
歌
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。 

万
葉
集
頭
歌
の
歌
と
同
じ
よ
う
に
、
雄
略
天
皇
と
娘
子
の
出
会
い
が
あ
っ
た
こ
と
を
想
定
で
き
る
記
事
で
す
。 

赤
猪
子
（
あ
か
い
こ
）
と
い
う
童
女
に
関
す
る
話
で
す
。
古
事
記
の
赤
猪
子
童
女
は
河
辺
で
洗
濯
し
て
い
ま

す
の
で
、
万
葉
集
で
菜
摘
し
て
い
る
少
女
の
状
況
と
は
異
な
っ
て
い
ま
す
が
、
野
に
遊
幸
さ
れ
た
天
皇
み
ず

か
ら
が
童
女
の
名
を
聞
き
、
召
さ
れ
る
（
求
婚
の
意
）
状
況
は
万
葉
集
の
歌
の
状
況
に
似
て
い
ま
す
。 

た
だ
古
事
記
で
は
、
思
わ
ぬ
展
開
に
な
っ
て
い
ま
す
。
召
さ
れ
る
こ
と
を
信
じ
て
つ
い
に
八
十
歳
に
な
っ
た



6 

 

そ
の
女
性
が
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
た
く
て
雄
略
天
皇
に
会
う
た
め
に
参
内
し
ま
す
。
天
皇
は
自
分
が
言
っ

た
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
思
い
出
さ
れ
て
、
妃
（
婚
（
ま
ぐ
あ
い
）
と
記
さ
れ
て
い
ま

す
）
に
さ
れ
よ
う
と
し
た
の
で
す
が
、
年
を
取
り
す
ぎ
て
い
た
の
で
。
思
い
と
ど
ま
り
、
歌
を
交
換
し
て
、

贈
り
物
を
さ
れ
て
帰
さ
れ
た
と
い
う
の
で
す
。
赤
猪
子
が
八
十
歳
と
記
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
万
葉
集
の
頭

歌
を
想
定
で
き
る
話
で
も
通
じ
ま
す
。
天
皇
自
身
は
年
を
取
っ
て
い
な
い
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

奇
妙
な
結
末
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
が
・
・
・
。 

万
葉
集
の
巻
頭
の
歌
が
雄
略
天
皇
の
歌
と
信
じ
ら
れ
る
よ
う
な
逸
話
が
語
り
伝
え
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ま

す
。 

第
二
の
視
点
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
「
大
和
（
日
本
）
国
を
支
配
す
る
天
皇
」
、
つ
ま
り
「
大
和
国
」
の
象

徴
と
し
て
、
万
葉
集
は
漢
詩
で
は
な
く
大
和
（
あ
る
い
は
倭
）
歌
の
歌
集
で
あ
る
と
の
、
万
葉
集
編
者
た
ち

の
宣
言
に
相
応
し
い
天
皇
が
雄
略
天
皇
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
で
す
。 

日
本
書
紀
に
よ
れ
ば
、
雄
略
天
皇
は
「
天
皇
は
自
分
の
心
だ
け
で
専
決
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
誤
っ
て
人

を
殺
さ
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
天
下
の
人
々
は
こ
れ
を
誹
謗
し
て
、
『
大
変
悪
い
天
皇
で
あ
る
』
と
い
っ

た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

確
か
に
、
記
紀
と
も
に
、
そ
の
こ
と
を
思
わ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
話
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

▽
安
康
天
皇
三
年
十
月
条
：
先
代
の
安
康
天
皇
が
一
度
、
譲
位
さ
れ
よ
う
と
し
た
、
い
と
こ
の
市
辺
押
磐
皇

子
を
狩
に
誘
っ
て
謀
殺
し
た
こ
と
。 

▽
雄
略
二
年
七
月
：
百
済
か
ら
宮
中
に
入
れ
る
た
め
に
召
さ
れ
た
池
津
媛
が
石
川
楯
と
通
じ
た
こ
と
を
知
っ

て
、
大
伴
室
屋
・
大
連
に
命
じ
て
来
目
部
を
使
っ
て
、
二
人
を
木
に
張
り
付
け
て
焼
き
殺
さ
れ
た
こ
と
。 

▽
雄
略
天
皇
二
年
十
月
条
：
吉
野
宮
に
行
幸
さ
れ
、
猟
を
楽
し
ま
れ
た
後
で
、
「
猟
場
の
楽
し
み
は
料
理
人

に
新
鮮
な
料
理
を
作
ら
せ
る
こ
と
だ
が
、
自
分
で
作
る
の
と
ど
ち
ら
が
楽
し
い
か
」
と
聞
か
れ
ま
し
た
。
突

飛
な
質
問
で
群
臣
は
誰
も
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
天
皇
は
怒
り
出
し
、
剣
を
抜
い
て
御
者

（
そ
の
名
は
大
津
馬
飼
）
を
斬
殺
さ
れ
た
の
で
す
。
皇
居
に
帰
え
ら
れ
て
皇
太
后
に
慰
め
ら
れ
、
宍
人
部
（
し

し
べ
）
を
設
け
ら
れ
た
と
い
う
話
で
す
。 

普
通
は
料
理
人
が
作
る
は
ず
で
す
か
ら
、
天
皇
の
狙
い
は
、
こ
の
「
宍
人
部
」
を
設
け
る
こ
と
を
想
定
さ
れ

て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
、
舌
足
ら
ず
で
犠
牲
者
が
出
た
の
で
す
。 

▽
雄
略
天
皇
五
年
二
月
：
葛
城
山
で
狩
を
さ
れ
た
雄
略
天
皇
に
猪
が
襲
う
と
い
う
事
件
が
起
こ
り
ま
し
た
。

狩
人
た
ち
は
、
驚
き
、
木
に
登
っ
て
難
を
避
け
ま
し
た
。
天
皇
は
舎
人
に
「
射
と
め
よ
」
と
命
じ
ら
れ
ま
し

た
。
た
ま
た
ま
こ
の
舎
人
は
臆
病
で
木
に
登
っ
て
恐
れ
お
の
の
い
て
い
た
の
で
す
。
し
か
た
な
く
天
皇
自
身

が
弓
で
突
き
刺
し
、
足
で
踏
み
殺
さ
れ
た
と
。
天
皇
の
武
勇
を
表
す
事
件
で
済
め
ば
よ
か
っ
た
の
で
す
が
、

天
皇
は
そ
の
舎
人
を
殺
そ
う
と
さ
れ
た
の
で
す
。
そ
の
時
、
こ
の
舎
人
は
歌
を
詠
む
の
で
す
。｛
自
分
は
木

の
上
に
登
っ
て
逃
げ
た
。
し
か
し
天
皇
は
・
・
・
。｝
と
。
お
供
さ
れ
て
い
た
皇
后
が
、
こ
の
歌
を
聴
い
て
、

天
皇
を
諌
め
ら
れ
、
こ
の
舎
人
は
許
さ
れ
た
と
。
こ
の
時
は
天
皇
は
皇
后
の
諌
め
を
喜
ん
で
受
け
入
れ
ら
れ

た
と
。
皇
后
の
諌
め
が
あ
っ
た
と
し
て
も
舎
人
の
歌
が
天
皇
の
心
を
揺
り
動
か
し
た
と
言
い
た
か
っ
た
の
で

し
ょ
う
。 

雄
略
天
皇
が
残
酷
な
天
皇
と
言
わ
れ
る
半
面
、
文
武
両
様
に
優
れ
た
天
皇
と
も
聞
き
取
れ
る
記
事
で
す
。
天

皇
に
「
野
須
瀰
斯
志 

倭
我
飫
裒
枳
瀰
能
」（
や
す
み
み
し 

わ
が
お
お
き
み
の
）
と
読
み
だ
し
て
い
ま
す
。

こ
の
成
句
は
万
葉
集
第
三
首
目
の
歌
の
詠
み
出
し
句
と
同
じ
で
す
。
間
人
老
の
歌
の
中
で
、
舒
明
天
皇
を
こ
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う
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。 

大
和
国
の
大
王
、
つ
ま
り
歴
代
の
天
皇
の
代
表
と
し
て
、
雄
略
天
皇
の
歌
を
核
万
葉
集
の
頭
歌
と
し
た
万
葉

集
の
狙
い
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

第
三
の
視
点
と
し
て
、
雄
略
天
皇
は
国
外
に
国
威
を
発
揚
さ
れ
た
天
皇
と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で

す
。 

高
麗
軍
の
撃
破
、
新
羅
討
伐
の
記
事
が
日
本
書
紀
に
記
録
さ
れ
、
宋
書
・
倭
国
伝
の
「
武
王
」
が
雄
略
天
皇

と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
「
武
王
」
は
安
東
大
将
軍
・
倭
国
王
と
称
さ
れ
、
従
属
関
係
は
あ
る
に
し
て
も
、
大
国
・
宋
国
か
ら
倭

王
と
認
め
ら
れ
て
歴
史
的
に
も
国
威
を
認
め
ら
れ
た
天
皇
と
万
葉
時
代
に
も
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
。 

従
っ
て
万
葉
集
編
者
た
ち
は
雄
略
天
皇
こ
そ
国
威
を
発
揚
し
た
天
皇
と
い
う
意
味
で
も
、
雄
略
天
皇
の
歌
を

万
葉
集
の
頭
歌
に
決
定
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
し
ま
し
た
。 

第
四
の
視
点
と
し
て
留
意
す
る
の
は
、
日
本
書
紀
に
よ
れ
ば
、
雄
略
天
皇
の
側
近
に
ナ
ン
バ
ー
２
と
し
て
大

伴
家
の
先
祖
の
大
伴
室
屋
が
大
臣
に
次
ぐ
大
連
（
お
お
む
ら
じ
）
と
し
て
仕
え
て
い
た
こ
と
で
す
。 

雄
略
天
皇
の
実
像
が
大
伴
家
に
語
り
伝
え
ら
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
核
万
葉
集
に
お
い
て
歌
の
配

列
は
決
ま
っ
て
い
た
可
能
性
は
あ
り
ま
す
が
、
原
万
葉
集
の
最
終
編
算
に
果
た
し
た
大
伴
家
の
役
割
を
考
慮

す
れ
ば
、
大
伴
家
に
伝
わ
る
雄
略
天
皇
の
伝
聞
は
考
慮
す
べ
き
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

数
々
の
悪
評
も
あ
っ
た
雄
略
天
皇
の
歌
が
、
万
葉
集
の
頭
歌
に
配
列
さ
れ
た
こ
と
は
、
万
葉
集
の
存
在
意
義
、

漢
詩
で
は
な
く
倭
歌
の
歌
集
だ
と
い
う
こ
と
を
宣
言
す
る
た
め
に
、
し
か
も
外
国
に
対
し
て
倭
国
を
代
表
す

る
天
皇
と
し
て
雄
略
天
皇
を
認
め
、
そ
し
て
天
皇
と
い
え
ど
も
女
性
を
愛
す
る
一
人
の
人
間
だ
と
い
う
こ
と

を
強
力
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
と
考
え
ま
し
た
。 

「
わ
れ
こ
そ
は 

告 の

ら
め 

家
を
も
名
を
も
」
と
は
、
倭
歌
の
収
録
が
、
こ
れ
か
ら
発
展
す
る
こ
と
を
呼
び
か

け
て
い
る
と
も
思
え
ま
す
。 

事
実
、
万
葉
集
は
天
皇
の
歌
も
、
貴
人
の
歌
も
、
防
人
の
歌
も
、
遊
行
女
婦
の
歌
も
収
録
さ
れ
、
表
記
法
も

初
期
の
漢
詩
型
か
ら
、
訓
読
み
漢
字
化
し
、
最
終
的
に
万
葉
仮
名
化
し
て
い
く
の
で
す
。
完
成
さ
れ
た
万
葉

集
を
見
れ
ば
、
雄
略
天
皇
の
歌
が
万
葉
集
の
頭
歌
に
決
定
さ
れ
た
こ
と
の
意
義
は
考
え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど
大

き
い
こ
と
を
悟
ら
さ
れ
ま
す
。 

雄
略
天
皇
の
歌
が
長
歌
で
あ
り
、
訓
読
み
漢
字
で
表
記
さ
れ
、
ま
だ
定
型
化
さ
れ
た
表
現
に
な
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
万
葉
仮
名
化
の
兆
し
が
あ
る
こ
と
も
象
徴
的
で
す
。 

 

万
葉
集
の
第
二
首
目
の
歌
は
、
高
市
岡
本
宮
御
宇
天
皇
代
（
息
長
足
日
廣
額
天
皇
）
に
分
類
さ
れ
た
歌
で
す

か
ら
、
雄
略
天
皇
よ
り
も
十
三
代
も
後
代
の
舒
明
天
皇
の
歌
で
す
。 

こ
の
歌
を
掲
げ
、
舒
明
天
皇
の
位
置
づ
け
を
考
察
し
ま
す
。 

 

天
皇
の
、
香 か

具
山

ぐ

や

ま

に
登
り
て
望 く

に

国 み

し
た
ま
ひ
し
時
の
御
製
歌 

 
 

▼
大
和
に
は 

群
山

む
ら
や
ま

あ
れ
ど 

と
り
よ
ろ
ふ 

天 あ
ま

の
香
久
山 

登
り
立
ち 

国
見
を
す
れ
ば 

国
原

く
に
は
ら

は 

煙
け
ぶ
り

立
つ
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立
つ 
海
原

う
な
ば
ら

は 

鷗
か
ま
め

立
つ
立
つ 

う
ま
し
国
そ 

蜻
蛉

あ

き

づ

島 し
ま 

大
和
の
国
は 

 

天
皇 

登
香
具
山 

望
國
之
時
御
製
歌 

 

▽
山
常
庭 

村
山
有
等 

取
與
呂
布 

天
乃
香
具
山 

騰
立 

國
見
乎
為
者 

國
原
波 

煙
立
籠 

海
原
波 

加
萬
目
立
多
都 

怜
怐
（
忄
可
：
一
字
）
國
曽 

蜻
嶋 

八
間
跡
能
國
者 

 

こ
の
歌
の
意
味
は
「
と
り
よ
ろ
ふ
」｛
草
木
の
繁
茂
し
た
｝、「
う
ま
し
国
そ
」｛
美
し
い
国
ぞ
｝
が
分
か
れ
ば

解
釈
可
能
と
思
い
ま
す
の
で
、
全
訳
は
割
愛
し
ま
す
。 

山
に
登
っ
て
「
望
国
（
国
見
）」
を
す
る
の
は
、
天
皇
の
一
つ
の
行
事
だ
っ
た
よ
う
で
す
。 

先
に
掲
げ
た
仁
徳
天
皇
の
歌
は
、
ま
さ
し
く
「
国
見
」
の
こ
と
を
詠
ん
で
い
ま
す
。 

家
々
か
ら
煙
が
立
ち
上
っ
て
い
れ
ば
、
暮
ら
し
が
豊
か
に
な
っ
た
と
判
断
す
る
基
準
だ
っ
た
の
で
す
。
こ
の

歌
に
も
「
煙
立
つ
立
つ
」
と
詠
ま
れ
、
多
く
の
民
が
潤
っ
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
「
蜻
蛉

島 

大
和
の
国
は
」
と
結
ば
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
歌
の
根
底
に
は
大
和
国
（
原
歌
で
八
間
跡
能
國
）
の
讃
歌
が
根
底
に
あ
り
ま
す
。 

先
述
し
た
よ
う
に
、
漢
詩
で
は
な
く
、
大
和
（
倭
）
の
国
の
歌
を
こ
れ
か
ら
収
集
し
て
い
く
の
だ
と
宣
言
し

て
い
る
と
考
え
る
こ
と
は
可
能
で
す
。 

で
は
、
雄
略
天
皇
か
ら
十
三
代
も
後
の
舒
明
天
皇
の
歌
が
な
ぜ
万
葉
集
の
第
二
首
目
に
収
録
さ
れ
た
か
を
考

察
し
て
み
ま
す
。 

考
察
に
入
る
前
に
、
こ
の
歌
が
万
葉
集
の
巻
頭
歌
に
な
っ
て
い
た
ら
と
想
像
し
て
み
ま
す
。「
大
和
の
国
は
」

と
結
ば
れ
、
こ
れ
か
ら
作
ら
れ
る
歌
集
は
、「
倭
歌
の
歌
集
」
で
あ
る
と
の
宣
言
に
相
応
し
い
と
思
え
ま
す

し
、
美
し
い
大
和
の
国
の
光
景
が
詠
ま
れ
、
し
か
も
天
皇
の
歌
で
す
か
ら
、
巻
頭
歌
と
な
っ
て
も
不
思
議
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。 

こ
の
仮
想
の
も
と
に
推
論
を
進
め
る
と
、
こ
こ
か
ら
出
来
上
が
っ
て
い
く
核
万
葉
集
は
、
舒
明
天
皇
の
皇
子

で
あ
る
中
大
兄
皇
子
（
天
智
天
皇
）
の
歌
集
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
想
定
も
可
能
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

と
こ
ろ
が
、「
大
和
の
国
」
に
は
「
蜻
蛉
島
（
あ
き
つ
し
ま
）」
と
い
う
不
可
分
の
枕
詞
が
あ
る
の
で
す
。 

蜻
蛉
島
」（
あ
き
づ
し
ま
）
は
、
大
和
の
別
名
に
も
使
わ
れ
る
言
葉
で
、
舒
明
天
皇
の
歌
は
「
蜻
蛉
島 
大

和
の
国
は
」
と
い
う
結
句
で
終
わ
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
言
葉
は
、
雄
略
天
皇
の
歌
の
と
こ
ろ
で
既
述
し
ま
し
た
が
、
雄
略
天
皇
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
言
葉
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。 

重
複
し
ま
す
が
、
吉
野
の
「
阿
岐
豆
野
（
秋
津
野
）
」
に
行
幸
さ
れ
た
天
皇
が
虻
（
ア
ブ
）
に
食
わ
れ
た
こ

と
を
忌
々
し
く
思
わ
れ
て
い
る
と
、
ト
ン
ボ
（
蜻
蛉
）
が
飛
ん
で
来
て
食
べ
て
く
れ
た
と
い
う
の
で
、（
自

分
が
支
配
し
て
い
る
）
大
和
の
国
を
「
蜻
蛉
島
」
と
呼
ぼ
う
と
さ
れ
た
話
が
古
事
記
に
あ
る
こ
と
を
先
述
し

ま
し
た
。 

と
す
れ
ば
、
舒
明
天
皇
の
歌
は
、
こ
の
故
事
を
知
っ
た
上
で
、
大
和
の
国
を
「
蜻
蛉
島
」
と
名
付
け
ら
れ
た

雄
略
天
皇
を
舒
明
天
皇
が
讃
美
さ
れ
る
か
の
よ
う
に
思
え
る
こ
と
で
す
。
二
人
の
天
皇
の
関
係
か
ら
、
二
つ

の
歌
が
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
配
列
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
重
要
な
意
味
を
持
ち
ま
す
。
つ
ま
り
、
十
二
代

も
の
天
皇
の
歌
が
欠
け
て
い
る
理
由
を
説
明
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
。 
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雄
略
天
皇
の
歌
に
は
「
「
そ
ら
み
つ 

大
和
の
国
」、
舒
明
天
皇
の
歌
に
は
「
蜻
蛉
島 

大
和
の
国
は
」
と
詠

み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
い
ず
れ
も
、
大
和
（
あ
る
い
は
倭
）
歌
、
つ
ま
り
日
本
の
歌
を
詠
ん
で
い
る

の
だ
と
い
う
思
い
を
主
張
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
す
。 

万
葉
集
か
ら
こ
の
「
蜻
蛉
島 

大
和
の
国
」
を
検
索
す
る
と
三
首
が
抽
出
さ
れ
ま
す
。 

こ
の
舒
明
天
皇
の
歌
が
「
蜻
蛉
島 

大
和
の
国
は
」
（
蜻
嶋 

八
間
跡
國
者
）
で
、
第
二
首
目
の
作
者
不
詳

歌
（
巻
十
三
・
三
二
五
０
）
は
「
蜻
蛉
島 

日
本
国
は
」（
蜻
嶋 

倭
之
國
者
）
で
、
第
三
首
目
の
大
伴
家

持
の
歌
（
巻
十
九
・
四
二
五
四
）
は
「
秋
津
島 

大
和
の
国
を
」（
蜻
嶋 

山
跡
國
乎
）
で
す
。｛
蜻
嶋
｝
と

記
さ
れ
る
こ
と
も
留
意
す
べ
き
で
す
。 

汎
用
さ
れ
る
句
で
な
か
っ
た
こ
と
が
判
り
ま
す
。 

余
談 

万
葉
集
の
第
二
首
目
の
歌
は
雄
略
天
皇
か
ら
十
三
代
後
の
三
十
四
代
舒
明
天
皇
の
歌
で
す
。
な
ぜ
こ
の
間
の

天
皇
の
時
代
の
歌
が
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

ま
ず
雄
略
天
皇
よ
り
も
先
代
の
天
皇
（
十
六
代
・
仁
徳
天
皇
、
十
七
代
・
履
中
天
皇
、
十
八
代
・
反
正
天
皇
、

十
九
代
・
允
恭
天
皇
、
二
十
代
・
安
康
天
皇
）
に
言
及
し
て
み
ま
す
。 

先
述
し
た
仁
徳
天
皇
（
第
十
六
代
）
後
に
万
葉
集
に
収
録
さ
れ
た
歌
は
、
允
恭
天
皇
（
第
十
九
代
）
の
皇
太

子
で
あ
っ
た
木
梨
軽
皇
子
（
紀
）
と
同
母
妹
、
軽
太
郎
女
の
禁
断
の
恋
の
歌
（
巻
十
三
・
三
二
六
三
と
巻
二
・

九
十
）
の
歌
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。 

次
に
雄
略
天
皇
（
第
二
十
一
代
）
か
ら
舒
明
天
皇
（
三
十
四
代
）
ま
で
は
、
推
古
天
皇
（
三
十
三
代
）
の
摂

政
で
あ
り
、
用
明
天
皇
（
第
三
十
一
代
）
の
皇
子
で
あ
っ
た
聖
徳
太
子
の
歌
（
挽
歌
、
巻
三
・
四
一
五
）
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。 

万
葉
集
編
者
の
視
線
は
、
仁
徳
天
皇
の
関
係
者
に
注
が
れ
な
が
ら
、
仁
徳
天
皇
の
孫
に
当
た
る
雄
略
天
皇
の

歌
が
万
葉
集
の
頭
歌
と
し
て
選
ば
れ
て
い
ま
す
。 

舒
明
天
皇
以
前
の
歌
は
全
く
体
系
化
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
仁
徳
天
皇
周
辺
の
歌
に
注
目
し
た
人
物
が

い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
の
で
す
。 

舒
明
天
皇
以
前
の
万
葉
集
の
歌
を
キ
ー
ワ
ー
ド
で
ま
と
め
る
と
、
そ
れ
は
「
恋
」
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
「
複

層
す
る
恋
」、
「
禁
断
の
恋
」、
あ
る
い
は
「
不
釣
り
合
い
な
恋
」
で
す
。 

仁
徳
天
皇
と
皇
后
の
磐
姫
と
の
複
層
す
る
恋
、
仁
徳
天
皇
の
異
母
妹
の
歌
は
天
皇
の
願
い
を
拒
否
し
た
禁
断

の
恋
、
允
恭
天
皇
の
長
子
の
木
梨
軽
皇
子
と
同
母
妹
の
軽
郎
女
と
の
禁
断
の
恋
、
そ
れ
に
雄
略
天
皇
と
娘
の

恋
と
の
不
釣
り
合
い
の
恋
で
す
。 

允
恭
天
皇
は
仁
徳
天
皇
の
皇
子
で
す
し
、
雄
略
天
皇
は
允
恭
天
皇
の
皇
子
で
す
。 

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
仁
徳
天
皇
周
辺
の
こ
の
よ
う
な
恋
に
注
目
し
た
人
物
が
い
た
わ
け
で
、
そ
の
の
候
補
に

挙
げ
ら
れ
る
の
が
天
智
天
皇
で
す
。
日
本
書
紀
、
万
葉
集
か
ら
も
想
像
さ
れ
る
額
田
王
を
め
ぐ
る
天
智
天
皇

と
、
弟
君
・
大
海
人
皇
子
（
天
武
天
皇
）
と
の
恋
の
争
い
で
す
。 

そ
の
視
点
か
ら
、
核
万
葉
集
へ
の
中
大
兄
皇
子
（
天
智
天
皇
）
の
関
与
の
可
能
性
を
想
定
す
る
の
で
す
。 

天
智
天
皇
（
皇
子
時
代
は
中
大
兄
皇
子
）
に
と
っ
て
舒
明
天
皇
は
父
君
で
す
し
、
皇
極
天
皇
は
母
君
で
す
か

ら
、
舒
明
天
皇
、
あ
る
い
は
皇
極
天
皇
（
重
祚
・
斉
明
天
皇
）
の
歌
が
万
葉
集
に
収
録
さ
れ
た
の
は
納
得
で

き
ま
す
。
原
万
葉
集
の
初
期
に
お
い
て
倭
歌
の
収
録
の
選
択
権
を
握
れ
た
の
は
、
中
大
兄
皇
子
（
天
智
天
皇
）

だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 
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舒
明
天
皇
の
次
の
天
皇
は
中
大
兄
皇
子
の
母
君
の
皇
極
天
皇
（
舒
明
天
皇
皇
后
・
宝
皇
女
）
で
す
。
従
っ
て
、

舒
明
天
皇
、
皇
極
天
皇
、
孝
徳
天
皇
、
斉
明
天
皇
（
皇
極
天
皇
重
祚
）
そ
し
て
天
智
天
皇
で
す
か
ら
、
こ
の

御
代
の
歌
は
中
大
兄
皇
子
（
天
智
天
皇
）
が
選
別
さ
れ
た
と
考
え
て
も
不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

こ
の
仮
想
を
ベ
ー
ス
に
な
ぜ
孝
徳
天
皇
御
代
だ
け
に
歌
が
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
か
を
考
察
し
て
み
ま
す
。 

こ
の
皇
極
天
皇
が
退
位
さ
れ
る
時
に
、
天
皇
は
自
分
の
子
で
あ
る
中
兄
大
皇
子
に
譲
位
さ
れ
よ
う
と
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
中
大
兄
皇
子
は
中
臣
鎌
子
（
後
の
鎌
足
）
の
忠
告
を
受
け
て
、
自
分
の
叔
父
（
軽
皇
子
、
皇

極
天
皇
の
同
母
弟
）
に
皇
位
を
譲
り
、
孝
徳
天
皇
が
即
位
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
天
皇
は
、
中
大
兄
皇
子
の
同
母
妹
の
間
人
皇
女
を
皇
后
に
迎
え
、
中
大
兄
皇
子
を
皇
太
子
に
選
ば
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
難
波
宮
で
統
治
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

と
こ
ろ
が
孝
徳
天
皇
御
代
の
終
盤
に
、
皇
太
子
が
大
和
へ
の
遷
都
を
主
張
し
、
遷
都
問
題
で
天
皇
と
対
立
し
、

皇
太
子
は
間
人
皇
女
を
も
連
れ
て
、
飛
鳥
に
引
き
こ
も
る
と
い
う
事
件
が
起
こ
り
ま
し
た
。 

中
大
兄
皇
太
子
は
孝
徳
天
皇
と
対
立
し
、
難
波
京
を
見
捨
て
た
の
で
す
。
こ
の
こ
と
も
あ
っ
て
、
孝
徳
天
皇

の
崩
御
後
に
中
大
兄
皇
太
子
は
次
の
天
皇
に
即
位
で
き
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
先
の
皇
極
天
皇
が
再
び
、

斉
明
天
皇
と
し
て
即
位
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
う
い
う
事
情
が
あ
っ
て
、
原
万
葉
集
（
こ
の
場
合
に
は
核
万
葉
集
と
呼
ぶ
べ
き
か
？
）
に
難
波
宮
宇
天
皇

（
孝
徳
天
皇
）
の
時
代
の
歌
は
収
録
さ
れ
ず
、
時
代
区
分
も
こ
の
御
代
だ
け
ぽ
っ
か
り
と
抜
け
た
と
考
え
ま

し
た
。 

と
こ
ろ
が
、
孝
徳
天
皇
に
は
、
有
間
皇
子
（
長
子
）
が
い
ま
し
た
。
皇
位
を
継
げ
る
可
能
性
の
あ
る
皇
子
で

す
。
通
説
に
よ
れ
ば
、
父
の
孝
徳
天
皇
が
崩
御
さ
れ
た
時
に
、
十
四
歳
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
即

位
す
る
に
は
若
す
ぎ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
、
先
の
皇
極
天
皇
が
重
祚
さ
れ
、
斉
明
天
皇
と

し
て
即
位
さ
れ
た
こ
と
は
問
題
に
は
な
ら
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。 

そ
し
て
、
斉
明
天
皇
四
年
十
月
に
天
皇
と
中
大
兄
皇
太
子
が
紀
湯
に
湯
治
に
行
か
れ
て
、
京
を
留
守
に
し
て

い
る
時
に
、
有
間
皇
子
が
謀
叛
の
罪
で
逮
捕
さ
れ
ま
す
。 

蘇
我
赤
兄
の
甘
言
に
乗
っ
た
の
で
す
。
紀
国
に
連
行
さ
れ
、
判
決
を
受
け
、
絞
首
刑
に
な
り
ま
す
。
享
年
十

九
歳
だ
っ
た
と
。 

こ
の
時
の
経
緯
は
、
中
大
兄
皇
子
は
皇
太
子
と
し
て
す
べ
て
把
握
し
て
い
た
は
ず
で
す
。 

国
家
反
逆
と
い
う
大
罪
を
犯
し
た
有
間
皇
子
は
、
連
行
途
上
で
二
首
の
歌
を
詠
み
ま
し
た
。
そ
の
二
首
が
万

葉
集
の
挽
歌
群
の
最
初
の
歌
、
つ
ま
り
、
第
二
巻
の
挽
歌
分
類
歌
の
頭
歌
に
収
録
さ
れ
ま
し
た
。
時
代
的
に

古
い
聖
徳
太
子
が
詠
ま
れ
た
、
行
き
倒
れ
た
人
へ
の
挽
歌
は
第
三
巻
の
挽
歌
分
類
歌
の
頭
歌
と
し
て
収
録
さ

れ
た
こ
と
を
考
え
る
と
象
徴
的
な
印
象
を
抱
い
て
い
ま
す
。 

象
徴
的
と
表
現
し
た
の
は
、
有
間
皇
子
を
裁
い
た
一
人
で
あ
る
中
大
兄
皇
子
は
天
智
天
皇
に
即
位
さ
れ
た
後

も
人
間
と
し
て
有
間
皇
子
へ
の
憐
れ
み
（
あ
る
い
は
懺
悔
の
思
い
）
が
あ
っ
た
と
考
え
る
か
ら
で
す
。 

そ
の
思
い
を
強
く
し
た
の
は
、
桓
武
天
皇
の
こ
と
が
思
い
浮
か
ぶ
か
ら
で
す
。 

桓
武
天
皇
の
延
暦
四
年
に
大
伴
家
持
の
死
亡
直
後
に
、
長
岡
京
の
建
設
に
邁
進
し
て
い
た
藤
原
種
継
が
矢
を

射
ら
れ
て
殺
さ
れ
る
事
件
が
起
こ
り
、
す
で
に
亡
く
な
っ
て
い
た
大
伴
家
持
も
連
座
の
罪
に
よ
っ
て
家
名
剥

奪
の
実
刑
判
決
を
受
け
ま
し
た
。 

と
こ
ろ
が
、
桓
武
天
皇
は
二
十
三
年
後
、
ま
さ
に
崩
御
さ
れ
る
瞬
間
と
言
え
る
ほ
ど
の
臨
終
の
時
に
、
藤
原

種
継
事
件
の
関
係
者
の
大
赦
を
発
せ
ら
れ
た
の
で
す
。 
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廃
さ
れ
た
井
上
皇
后
と
そ
の
他
戸
皇
子
の
こ
と
も
、
弟
皇
子
で
一
時
期
、
皇
太
子
だ
っ
た
早
良
親
王
を
廃
し

て
、
わ
が
子
の
安
殿
（あ
て
）
親
王
を
皇
太
子
に
立
て
ら
れ
た
こ
と
も
懺
悔
の
対
象
に
な
り
ま
し
た
。 

天
皇
と
い
え
ど
も
、
自
分
が
裁
い
た
人
た
ち
の
怨
霊
を
、
死
を
前
に
し
て
鎮
め
よ
う
と
さ
れ
た
の
で
す
。 

皇
太
子
の
時
に
裁
い
た
有
間
皇
子
へ
の
思
い
が
天
皇
に
即
位
さ
れ
て
も
残
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
後
岡
本

宮
御
宇
天
皇
代
（
斉
明
天
皇
）
の
時
代
区
分
の
中
に
、
し
か
も
万
葉
集
挽
歌
群
の
第
一
首
目
に
収
録
さ
れ
た

と
考
え
る
こ
と
は
そ
の
特
異
な
背
景
を
を
表
し
て
い
ま
す
。 

雄
略
天
皇
と
舒
明
天
皇
の
歌
を
結
び
付
け
る
も
の 

そ
の
一 

万
葉
集
の
第
三
（
長
歌
）
と
第
四
首
目
（
短
歌
）
の
歌
に
も
そ
れ
を
解
く
鍵
が
あ
る
よ
う
で
す
。 

天
皇
の
、
宇 う

智 ち

の
野
に
遊
猟

み

か

り

し
ま
し
し
時
に
、
中
皇

な

か

つ

命

す
め
ら
み
こ
と

の
間

人

連

は
し
ひ
と
の
む
ら
じ

老 お
ゆ

を
し
て

献
た
て
ま
つ

ら
し
め
た
ま
へ
る

歌 
 

▼
や
す
み
し
し 

わ
ご
大
君
の 

朝
あ
し
た

に
は 

と
り
撫
で
た
ま
ひ 

夕
ゆ
ふ
へ

に
は 

い
縁 よ

せ
立
た
し
し 

御
執

み

と

ら
し
の 

梓
あ
づ
さ

の
弓
の 

中
弭

な
か
は
ず

の 

音
す
な
り 

 

朝
猟

あ
さ
か
り

に 

今
立
た
す
ら
し 
暮
猟

ゆ
ふ
か
り

に 

今
立
た
す
ら
し 

御
執

み

と

ら
し
の 

梓

の
弓
の 

中
弭

な
か
は
ず

の 

音
す
な
り 

 

反
歌 

 
 

▼
た
ま
き
は
る
宇
智
の
大
野

お

ほ

の

に
馬
並 な

め
て
朝
踏
ま
す
ら
む
そ
の
草
深

く
さ
ふ
か

野 の 

 

こ
の
歌
は
、
高
市
岡
本
宮
御
宇
天
皇
代
（
息
長
足
日
廣
額
天
皇
）
に
分
類
さ
れ
て
い
る
の
で
、
題
詞
の
天
皇

は
舒
明
天
皇
で
、
天
皇
が
宇
智
の
野
に
遊
猟
さ
れ
た
時
に
、
天
皇
讃
歌
と
し
て
中
皇
命
（
舒
明
天
皇
の
皇
女
、

間
人
皇
女
、
孝
徳
天
皇
の
間
人
皇
后
）
が
命
じ
て
間
人
連
老
に
詠
ま
せ
た
歌
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
「
宇
智
野
遊
猟
」
の
こ
と
は
日
本
書
紀
に
記
録
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
言
及
し
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、

遊
猟
は
ど
の
天
皇
も
楽
し
ま
れ
た
こ
と
は
容
易
に
想
定
さ
れ
ま
す
か
ら
、
舒
明
天
皇
の
遊
猟
を
否
定
す
る
理

由
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
歌
は
舒
明
天
皇
の
時
代
の
歌
で
す
か
ら
、
皇
女
の
名
は
間
人
皇
女
と
表
記
す
べ
き
で

す
が
、
こ
こ
で
は
「
中
皇
命
」
（
暫
定
的
に
皇
位
を
継
が
れ
た
天
皇
）
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。 

間
人
皇
女
は
孝
徳
天
皇
の
皇
后
に
な
ら
れ
た
の
で
す
が
、
天
皇
の
代
理
と
も
い
う
べ
き
「
中
皇
命
」
と
呼
ば

れ
る
時
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

斉
明
天
皇
が
崩
御
さ
れ
て
か
ら
、
次
に
中
大
兄
皇
太
子
（
天
智
天
皇
）
が
即
位
さ
れ
た
の
は
約
六
年
後
で
し

た
。
そ
の
前
半
は
、
白
村
江
で
唐
・
新
羅
軍
に
惨
敗
し
、
朝
廷
軍
の
立
て
直
し
と
、
国
防
対
策
に
精
力
を
尽

く
さ
れ
た
の
で
、
中
大
兄
皇
太
子
の
指
示
の
下
に
一
時
期
、
元
間
人
皇
后
が
母
君
の
後
を
継
が
れ
た
可
能
性

は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
時
の
元
間
人
皇
后
が
「
中
皇
命
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。 
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そ
う
す
れ
ば
、
こ
の
歌
が
再
び
話
題
に
な
っ
た
の
は
、
天
智
天
皇
時
代
前
半
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
舒

明
天
皇
の
宇
智
野
遊
猟
に
従
っ
た
間
人
老
が
詠
ん
だ
歌
は
、
間
人
皇
女
（
当
時
）
に
勧
め
ら
れ
た
か
ら
と
解

釈
す
る
の
に
、
話
題
に
な
っ
た
時
（
原
あ
る
い
は
核
万
葉
集
に
編
纂
さ
れ
る
時
）
に
間
人
皇
女
あ
る
い
は
間

人
皇
后
で
は
な
く
、
中
皇
命
と
呼
ぶ
べ
き
と
判
断
し
た
か
ら
で
し
ょ
う
。 

舒
明
天
皇
の
遊
猟
の
時
に
、
間
人
老
に
よ
っ
て
詠
ま
れ
た
歌
が
、
再
び
天
智
天
皇
（
未
だ
即
位
さ
れ
て
い
な

い
）
時
代
に
話
題
に
な
っ
た
・
・
・
、
そ
れ
は
、
或
本
（
例
え
ば
、
核
万
葉
集
）
へ
の
収
録
だ
っ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。 

万
葉
集
第
三
首
の
歌
が
天
智
天
皇
の
時
代
に
収
録
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
第
二
首
目
の
歌
は
、
舒
明
天
皇

の
歌
で
す
か
ら
、
同
じ
よ
う
な
考
え
で
収
録
さ
れ
、
第
一
首
目
の
雄
略
天
皇
の
歌
も
、
舒
明
天
皇
か
、
あ
る

い
は
天
智
天
皇
が
関
心
を
も
っ
て
い
た
歌
と
考
え
ら
れ
、
核
万
葉
集
に
記
録
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
は

可
能
で
す
。 

間
人
老
の
名
は
日
本
書
紀
の
舒
明
天
皇
紀
に
は
、
見
え
ま
せ
ん
。 

従
っ
て
言
及
し
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
容
易
に
推
定
で
き
る
こ
と
は
間
人
皇
女
に
従
っ
て
い
た
侍
人
で
あ

り
、
歌
の
才
能
が
認
め
ら
れ
て
い
た
人
物
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

万
葉
集
に
は
間
人
家
出
身
の
人
物
と
し
て
、
間
人
老
以
外
に
間
人
宿
禰
大
浦
（
巻
三
・
二
八
九
、
二
九
０
）

と
間
人
宿
禰
（
巻
九
・
一
六
八
五
と
一
六
八
六
）
の
歌
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
人
物
に
は
宿
禰
姓
が
あ
り
ま
す
の
で
、
名
門
の
家
の
出
身
で
あ
っ
た
こ
と
、
こ
れ
ら
の
間
人
の
歌

は
、
氏
姓
制
度
が
制
定
さ
れ
た
天
武
天
皇
十
三
年
以
降
に
詠
ま
れ
た
か
、
収
録
さ
れ
た
と
推
定
で
き
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
歌
人
が
間
人
老
の
直
系
の
子
孫
と
は
断
定
で
き
ま
せ
ん
が
、
同
門
の
出
身
と
判
断
す
る
の
は
許
さ

れ
る
こ
と
で
す
。
倭
歌
の
伝
統
を
守
っ
て
い
た
家
系
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。 

間
人
皇
女
と
間
人
家
と
は
そ
の
家
名
か
ら
連
想
し
て
、
間
人
皇
女
を
支
え
る
「
間
人
部
」
の
一
族
だ
っ
た
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。
歌
の
内
容
か
ら
伝
統
の
あ
る
家
系
だ
っ
た
こ
と
考
え
る
こ
と
は
可
能
で
す
。 

そ
の
間
人
老
は
倭
歌
に
通
じ
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
雄
略
天
皇
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
人
物
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
で
す
。 

彼
が
詠
ん
だ
舒
明
天
皇
の
讃
歌
の
中
に
詠
み
込
ん
だ
「
や
す
み
し
し 

わ
ご
大
君
の
」
と
そ
の
反
歌
に
詠
み

込
ま
れ
た
「
た
ま
き
は
る
」
と
い
う
句
に
注
目
し
ま
す
。 

ま
ず
、
「
や
す
み
し
し 

わ
ご
大
君
の
」
で
す
が
、
古
事
記
に
は
四
首
の
歌
が
、
詠
み
込
ま
れ
、
そ
の
一
首

は
倭
建
命
に
捧
げ
た
美
夜
受
比
賣
の
歌
（
古
事
記
二
九
番
）
と
残
り
三
首
は
雄
略
天
皇
の
歌
で
す
。
次
に
日

本
書
紀
で
は
四
首
の
歌
に
詠
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
仁
徳
天
皇
の
歌
、
雄
略
天
皇
の
歌
、
継
体
天
皇
の
歌

そ
れ
に
推
古
天
皇
の
歌
で
す
。 

記
紀
の
編
纂
は
別
個
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
同
じ
よ
う
に
参
考
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
古
事

記
の
編
者
は
、
こ
の
成
句
は
十
二
代
・
景
行
天
皇
の
時
代
の
倭
建
命
（
記
）
の
時
代
に
端
を
発
す
る
と
主
張

す
る
で
し
ょ
う
。 

そ
し
て
仁
徳
天
皇
に
も
使
用
さ
れ
、
雄
略
天
皇
に
定
着
し
た
と
考
え
て
も
よ
さ
そ
う
で
す
。 

「
や
す
み
し
し
」
は
万
葉
集
で
は
｛
八
隅
知
之
｝
と
記
さ
れ
、
｛
天
の
隅
々
ま
で
支
配
さ
れ
る
｝
の
意
味
で

使
わ
れ
た
よ
う
で
す
。 

万
葉
集
で
は
二
十
六
首
の
歌
が
抽
出
さ
れ
ま
す
。
大
伴
家
持
も
使
っ
て
い
ま
す
が
、
完
全
に
万
葉
仮
名
化
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
し
、
万
葉
集
で
も
「
わ
が
大
君
」
と
不
可
分
の
成
句
と
な
っ
て
い
ま
す
。 
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時
代
的
に
古
い
順
か
ら
考
察
し
て
い
く
と
間
人
老
の
歌
で
は
舒
明
天
皇
を
、
額
田
王
（
巻
二
・
一
五
五
）
と

舎
人
吉
年
（
巻
二
・
一
五
二
）
は
天
智
天
皇
を
、
持
統
天
皇
（
巻
二
・
一
五
九
と
一
六
二
）
の
歌
で
は
天
武

天
皇
を
指
し
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
柿
本
人
麻
呂
の
歌
は
六
首
の
歌
が
あ
り
ま
す
が
、
持
統
天
皇
に
二
首
、
高
市
皇
子
尊
、
軽
皇
子
（
文

武
天
皇
）、
長
皇
子
、
新
田
部
皇
子
を
そ
う
呼
び
、
天
皇
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

柿
本
人
麻
呂
晩
年
に
弓
削
皇
子
を
そ
う
詠
ん
だ
置
始
東
人
の
歌
（
巻
二
・
二
０
四
）
に
も
詠
ま
れ
、
そ
の
使

用
が
天
皇
に
限
ら
れ
な
く
な
っ
て
き
ま
す
。 

し
か
し
時
代
が
下
る
と
、
大
伴
旅
人
、
山
部
赤
人
、
大
伴
四
綱
、
大
伴
家
持
た
ち
が
詠
み
ま
す
が
、
天
皇
、

こ
こ
で
は
聖
武
天
皇
を
指
し
て
使
用
さ
れ
、
決
し
て
皇
子
に
使
用
す
る
こ
と
は
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

間
人
老
が
詠
み
込
ん
だ
「
や
す
み
し
し 
わ
ご
大
君
の
」
と
い
う
こ
の
成
句
は
間
人
老
に
よ
っ
て
創
作
さ
れ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
も
記
紀
の
資
料
と
な
っ
た
歌
を
知
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
そ
う

だ
と
す
れ
ば
、
間
人
老
の
視
点
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
倭
建
命
（
十
二
代
景
行
天
皇
）
、
仁
徳

天
皇
、
雄
略
天
皇
、
あ
る
い
は
舒
明
天
皇
の
一
代
前
の
推
古
天
皇
に
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

こ
の
歌
が
、
万
葉
集
に
収
録
さ
れ
た
こ
と
は
、
舒
明
天
皇
が
中
皇
命
の
父
君
で
あ
る
こ
と
は
当
然
と
し
て
も
、

雄
略
天
皇
と
の
対
比
に
お
い
て
収
録
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
ま
す
。 

そ
の
反
歌
に
詠
ま
れ
た
「
た
ま
き
は
る
」
に
話
を
移
し
ま
す
。 

こ
の
「
た
ま
き
は
る
」
の
意
味
は
、｛
霊
魂
の
き
わ
ま
る
｝
と
解
釈
さ
れ
て
い
ま
す
。 

古
事
記
で
は
一
首
、
仁
徳
天
皇
の
歌
に
、
そ
し
て
日
本
書
紀
で
は
三
首
、
神
功
皇
后
に
二
首
と
仁
徳
天
皇
の

歌
一
首
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
「
う
ち
の
あ
そ
」
（
万
葉
仮
名
化
）
に
掛
か
る
枕
詞
的
に
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
｛
う
ち
の
あ
そ
｝
は
「
内
の
朝
臣
」
と
解
釈
さ
れ
、
朝
廷
に
命
を
賭
け
て
仕
え
る
朝
臣

（
ち
ょ
う
し
ん
）
の
意
で
し
ょ
う
か
。 

万
葉
集
で
は
、
十
七
首
の
歌
が
抽
出
さ
れ
ま
す
。
間
人
老
の
歌
は
「
宇
智
の
大
野
に
」
に
掛
か
っ
て
い
ま
す
。

「
う
ち
」
は
｛
宇
智
｝
で
す
。
地
名
の
よ
う
で
す
。 

と
こ
ろ
が
、
他
の
歌
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
「
命
（
い
の
ち
）」
に
掛
か
り
、｛
霊
魂
の
き
わ
ま
る
命
｝
と
し
て
、

一
貫
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
万
葉
集
で
は
、「
た
ま
き
は
る
」
の
意
味
が
明
確
に
限
定
さ
れ
、
統
一
さ

れ
ま
し
た
。 

間
人
老
の
次
に
、
万
葉
集
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
句
と
、
そ
の
意
味
で
普
及
さ
せ
た
の
は
山
上
憶
良
の
よ
う
で

す
。
柿
本
人
麻
呂
歌
集
の
歌
が
一
首
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
歌
の
位
置
づ
け
は
不
可
能
で
す
。 

そ
れ
で
も
山
上
憶
良
の
三
首
の
歌
（
巻
五
・
八
０
四
、
八
九
七
と
九
０
四
）
に
注
目
し
ま
す
。
山
上
憶
良
の

原
歌
の
表
記
は
、
第
一
首
目
の
歌
は
｛
多
麻
枳
波
流
｝
で
他
の
二
首
は
｛
霊
剋
｝
と
表
記
し
ま
し
た
。
笠
金

村
、
抜
気
大
首
、
大
伴
池
主
、
中
臣
宅
守
、
中
臣
女
郎
の
歌
が
そ
れ
ぞ
れ
一
首
ず
つ
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
大

伴
家
持
が
詠
み
込
ん
だ
歌
は
五
首
に
な
り
ま
す
。
大
伴
家
持
が
好
ん
で
詠
ん
だ
句
に
な
っ
た
こ
と
が
判
り
ま

す
。
大
伴
家
持
が
山
上
憶
良
か
ら
「
た
ま
き
は
る
」
の
句
を
学
ん
だ
と
い
う
想
定
は
可
能
で
す
。 

間
人
老
は
反
歌
の
中
で
、
「
た
ま
き
は
る
」
を
初
め
て
詠
ん
だ
時
に
、
記
紀
の
伝
誦
の
歌
が
あ
っ
た
と
考
え

る
こ
と
は
可
能
で
す
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
間
人
老
の
視
点
は
神
功
皇
后
、
あ
る
い
は
仁
徳
天
皇
が
あ
っ
た

こ
と
は
想
定
可
能
で
す
。 

記
紀
に
よ
れ
ば
、
こ
の
句
は
神
功
皇
后
の
歌
に
端
を
発
す
る
と
主
張
す
る
で
し
ょ
う
。
非
常
に
限
定
さ
れ
た

使
用
法
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
仁
徳
天
皇
に
固
有
な
使
用
法
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 
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類
聚
歌
林
を
著
し
た
山
上
憶
良
の
存
在 

そ
こ
で
第
五
と
第
六
首
目
の
歌
ま
で
言
及
し
ま
す
。 

こ
の
歌
は
、
題
詞
に
「
讃
岐

さ
ぬ
き
の

国 く
に

安 あ

益 や
の

郡
こ
ほ
り

に
幸

い
で
ま

し
し
時
に
、

軍
い
く
さ
の

王
お
ほ
き
み

の
山
を
見
て
作
れ
る
歌
」
と
あ
る
歌

で
す
。「
舒
明
天
皇
が
讃
岐
国
安
益
郡
に
行
幸
さ
れ
た
時
に
、
不
明
の
「
軍
王
」
が
詠
ん
だ
歌
で
す
が
、
そ

の
反
歌
の
左
注
に
山
上
憶
良
の
著
し
た
類
聚
歌
林
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
ま
す
。
山
上
憶
良
が

類
聚
歌
林
の
中
で
舒
明
天
皇
の
こ
と
を
研
究
し
て
、
こ
の
軍
王
の
歌
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
に
興
味
を
抱
き

ま
す
。 

軍
王
と
は
？ 

こ
れ
ら
の
歌
の
左
注
に
、｛
軍
王
（
こ
に
き
し
）（
原
歌
で
も
軍
王
）
は
不
詳
と
し
て
い
る
の
で
、
現
在
、
そ

の
こ
と
に
言
及
す
る
こ
と
は
、
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、
敢
え
て
言
及
し
て
み
ま
す
。 

そ
の
キ
ッ
カ
ケ
に
な
っ
た
の
は
、
日
本
書
紀
に
「
軍
君
」
と
い
う
百
済
の
皇
子
が
登
場
す
る
こ
と
を
知
っ
た

か
ら
で
す
。
日
本
に
派
遣
さ
れ
、
雄
略
天
皇
に
仕
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
｛
こ

に
し
き
｝
と
呼
ば
れ
ま
す
が
、「
軍
君
」
も
「
軍
王
」
も
同
じ
よ
う
に
読
む
こ
と
が
可
能
で
、
意
味
も
同
じ

だ
か
ら
で
す
。 

雄
略
天
皇
二
年
七
月
条
に
、
百
済
に
お
い
て
蓋
慈
王
（
が
い
じ
お
う
？
）
が
即
位
し
た
時
に
、
美
女
を
欲
し

い
と
の
日
本
の
要
望
に
よ
っ
て
、
慕
尼
夫
人
の
娘
、
池
津
媛
が
派
遣
さ
れ
た
の
で
す
が
、
日
本
で
石
川
楯
と

通
じ
、
二
人
は
木
に
縛
ら
れ
て
焼
殺
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
先
に
雄
略
天
皇
の
悪

し
き
評
判
の
一
つ
と
し
て
述
べ
ま
し
た
、 

と
こ
ろ
が
、
こ
の
事
件
に
関
連
し
た
話
が
続
く
の
で
す
。
雄
略
天
皇
五
年
四
月
条
に
、
こ
の
事
件
を
人
伝
に

聞
い
た
加
須
利
王
（
か
す
り
の
お
う
）
（
百
済
新
撰
に
よ
れ
ば
蓋
歯
王
（
こ
う
ろ
お
う
）
と
考
え
ら
れ
る
）

が
、
女
性
の
貢
進
を
禁
止
す
る
か
わ
り
に
、
弟
の
「
軍
君
」
（
百
済
新
撰
に
よ
れ
ば
昆
支
君
（
こ
ん
き
の
き

み
）
を
日
本
に
派
遣
し
て
、
天
皇
に
仕
え
さ
せ
た
」
と
い
う
の
で
す
。
そ
の
記
事
の
中
で
、
日
本
に
派
遣
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
「
軍
王
」
は
加
須
利
王
の
子
を
孕
ん
だ
婦
を
伴
っ
て
（
身
の
安
全
を
計
る
た
め
？
）
に

日
本
に
渡
り
ま
す
。
途
中
、
筑
紫
の
加
羅
島
（
か
か
ら
の
し
ま
）
で
生
ま
れ
た
の
で
「
嶋
王
」
と
名
付
け
、

百
済
本
国
に
帰
し
ま
す
。
こ
の
「
嶋
王
」
が
百
済
の
「
武
寧
王
」
だ
と
い
う
の
で
す
。
継
体
紀
十
七
年
五
月

条
に
こ
の
王
の
薨
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

武
寧
王
に
当
時
の
大
和
朝
廷
が
関
心
を
示
し
て
い
た
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
次
の
即
位
し
た
聖
明

王
と
の
関
係
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
聖
明
王
こ
そ
、
日
本
へ
の
仏
教
伝
来
に
決
定
的
役
割
を
果

た
し
た
王
だ
か
ら
で
す
。 

こ
う
い
う
経
緯
も
あ
っ
て
百
済
の
「
武
寧
王
」
の
誕
生
物
語
は
日
本
書
紀
で
は
強
調
し
た
い
、
重
大
な
記
事

だ
っ
た
の
で
す
。 

そ
れ
か
ら
、
約
三
百
年
後
に
相
当
す
る
延
暦
八
年
十
二
月
二
十
八
日
に
、
光
仁
天
皇
の
妃
で
、
桓
武
天
皇
の

母
だ
っ
た
皇
太
后
が
亡
く
な
っ
た
時
の
そ
の
薨
伝
の
中
に
、
皇
太
后
（
高
野
新
笠
）
の
祖
先
は
武
寧
王
の
子
、

純
陀
太
子
だ
と
記
す
の
で
す
。
こ
の
純
陀
太
子
は
継
体
紀
七
年
八
月
二
十
六
日
に
亡
く
な
っ
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
日
本
書
紀
は
、
武
寧
王
の
こ
と
に
関
し
て
異
常
な
関
心
を
示
し
て
い
ま
す
。 

字
句
通
り
解
釈
す
れ
ば
「
軍
王
」
は
こ
の
「
純
陀
太
子
」
の
叔
父
に
相
当
し
ま
す
。 

雄
略
天
皇
紀
に
「
軍
君
」
が
登
場
す
る
の
も
奇
縁
で
す
が
、
雄
略
天
皇
紀
に
よ
れ
ば
、「
軍
君
」
は
五
人
の
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子
ど
も
を
連
れ
て
、
日
本
に
渡
っ
て
き
て
い
ま
す
。
も
し
、「
軍
君
」
が
巻
一
・
五
番
の
歌
の
こ
の
舒
明
天

皇
御
代
の
「
軍
王
」
と
関
連
が
あ
る
の
で
は
と
考
え
る
の
で
す
。 

こ
の
巻
一
・
五
番
の
「
軍
王
」
は
日
本
語
を
駆
使
し
て
い
ま
す
。
雄
略
天
皇
五
年
か
ら
舒
明
天
皇
元
年
ま
で

に
百
六
十
八
年
が
経
っ
て
い
ま
す
。
世
代
か
ら
す
れ
ば
、
初
代
「
軍
君
」
か
ら
七
か
ら
八
世
代
が
過
ぎ
て
い

ま
す
の
で
、
日
本
語
は
母
国
語
に
な
っ
て
い
た
は
ず
で
す
。
。 

そ
の
間
に
「
軍
君
」
を
「
軍
王
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
る
こ
と
は
十
分
可
能
で
す
。
将
軍
の

意
味
で
は
な
く
「
軍
の
王
」
と
呼
ば
れ
、
貴
族
に
列
せ
ら
れ
た
名
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
す
。 

ま
た
奇
縁
な
の
で
す
が
、
舒
明
天
皇
の
時
代
に
百
済
の
義
慈
王
が
自
分
の
二
人
の
皇
子
を
日
本
に
派
遣
し
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
天
平
神
護
二
年
（
七
六
六
）
六
月
二
十
八
日
に
亡
く
な
っ
た
百
済
王
敬
福
（
刑
部
卿
・

従
三
位
）
の
薨
伝
（
続
日
本
紀
）
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
薨
伝
に
よ
れ
ば
、
一
人
の
皇
子
・
豊
璋
王
は

百
済
が
唐
に
滅
ぼ
さ
れ
、
父
王
が
亡
く
な
る
と
帰
国
し
、
王
に
即
位
し
、
数
奇
な
運
命
を
辿
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
も
う
一
人
の
皇
子
・
祥
福
王
は
日
本
に
留
ま
り
、
持
統
天
皇
の
時
代
に
「
百
済
王
（
く
だ
ら
こ
に
し

き
）
」
と
い
う
氏
姓
を
与
え
ら
れ
、
こ
れ
以
降
、
百
済
王
（
く
だ
ら
の
こ
に
し
き
）
家
の
人
た
ち
は
要
職
に

つ
き
ま
す
。
百
済
王
敬
福
は
三
世
で
、
六
十
九
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
誕
生
し
た
の
は
文
武
天
皇

二
年
（
六
九
八
）
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

こ
の
官
位
で
あ
れ
ば
、
中
納
言
相
当
職
の
高
官
で
す
か
ら
優
遇
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
留
意
す
べ
き
で
す
。 

少
な
く
と
も
斉
明
天
皇
紀
か
ら
桓
武
天
皇
の
平
安
京
遷
都
ま
で
、
日
本
書
紀
、
続
日
本
紀
そ
れ
に
日
本
後
紀

に
約
百
年
以
上
に
わ
た
っ
て
百
済
王
家
の
こ
と
は
、
語
り
継
が
れ
ま
す
。 

そ
の
こ
と
を
考
え
る
と
「
軍
君
」
も
百
済
王
の
弟
王
で
す
か
ら
、
子
孫
が
繁
栄
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
は

想
定
可
能
で
す
。
そ
の
一
つ
は
先
述
し
ま
し
た
桓
武
天
皇
の
母
の
「
高
野
新
笠
」
の
家
系
で
す
。 

「
軍
王
」
が
こ
の
歌
を
詠
ん
だ
舒
明
天
皇
の
時
に
、
百
済
王
（
く
だ
ら
の
こ
に
し
き
）
家
の
初
代
の
王
子
が

日
本
に
来
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
二
組
の
帰
化
し
た
百
済
王
の
子
孫
た
ち
の
中
で
、「
軍
君
」
の
子
孫
の
行

末
は
不
明
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
日
本
書
紀
に
帰
化
の
こ
と
が
記
録
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
日
本

に
お
い
て
そ
の
こ
と
を
語
り
続
け
て
い
た
家
系
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ
の
一
つ
と
し
て
百
済
王
（
く
だ
ら
の
こ

に
し
き
）
家
の
人
た
ち
だ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
は
可
能
で
す
。 

少
な
く
と
も
山
上
憶
良
は
舒
明
天
皇
の
時
代
を
調
査
し
な
が
ら
、
そ
の
家
系
を
調
査
し
よ
う
と
し
た
の
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
「
軍
王
」
は
不
詳
と
し
ま
し
た
。 

更
に
話
を
進
め
ま
す
が
、
雄
略
天
皇
の
次
に
な
ぜ
舒
明
天
皇
の
歌
を
配
し
た
か
を
考
察
し
て
い
き
ま
す
。
次

事
項
で
、
こ
の
鍵
を
解
く
ヒ
ン
ト
が
隠
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ま
し
た
。 

 

万
葉
集
の
第
一
首
目
と
第
二
首
目
の
歌
と
の
関
係
と
第
九
巻
の
第
一
首
目
の
歌
（
一
六
六
四
）
と
第
二
首
目

の
歌
（
一
六
六
五
）
の
関
係
の
相
関 

 

万
葉
集
に
は
雄
略
天
皇
の
歌
が
も
う
一
首
（
巻
九
・
一
六
六
四
）
あ
り
ま
す
。 

第
九
巻
に
な
る
と
天
皇
御
代
の
時
代
区
分
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
題
詞
に
は
「
大
泊
瀬
幼
武
天
皇
の
御
歌
」
と

記
録
さ
れ
、
つ
ま
り
雄
略
天
皇
の
歌
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
左
注
に
｛
あ
る
本
に
は
こ
の
歌
は
崗
本
天
皇
（
舒
明
天
皇
）
の
御
歌
｝
と
あ
り
、
特
定
で
き
な
か
っ

た
と
記
し
て
い
ま
す
（
解
説
書
に
は
斉
明
天
皇
の
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
後
岡
本
天
皇
と
呼
ば
れ
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て
い
た
か
ら
で
す
）
。
こ
の
歌
は
「
雑
歌
」
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
も
し
雄
略
天
皇
の
歌
と
特
定
さ
れ

て
い
れ
ば
万
葉
集
の
第
一
巻
の
巻
頭
歌
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

 

泊 は
つ

瀬 せ
の

朝
倉
宮

あ
さ
く
ら
の
み
や

に
天 あ

め

の
下 し

た

知
ら
し
め
し
し
大
泊
瀬
幼

お
ほ
は
つ
せ
わ
か

武
た
け
の

天

皇

す
め
ら
み
こ
と

の
御
製
歌

お
ほ
み
う
た

一
首 

▼
夕 ゆ

ふ

さ
れ
ば 

小
倉

を

ぐ

ら

の
山
に
臥 ふ

す
鹿
の
今
夜

こ

よ

い

は
鳴
か
ず
寝 い

ね
に
け
ら
し
も 

右
は
、
或
る
本
に
云 い

は
く
「
崗
本

を
か
も
と

天
皇
の
御
製
な
り
」
と
い
へ
り
。
正
指

せ

い

し

を
審

つ
ば
ひ

ら
か
に
せ
ず
、
こ
れ
に
因 よ

り

て
以 も

ち
て
累 か

さ

ね
て
載
す
。 

 

泊
瀬
朝
倉
宮
御
宇
大
泊
瀬
幼
武
天
皇
御
製
謌
一
首 

 
 

▼
暮
去
者 

小
椋
山
尓 

臥
鹿
之 

今
夜
者
不
鳴 

寐
家
良
霜 

 
 

 

右
、
或
本
云
、
崗
本
天
皇
御
製
。
不
審
正
指
因
以
累
載 

 

｛
雌
鹿
を
求
め
て
鳴
く
雄
鹿
が
今
夜
は
鳴
か
な
い
の
は
（
出
会
っ
て
）
安
心
し
て
寝
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
｝

と
の
意
で
す
。 

 

こ
の
雄
略
天
皇
の
歌
は
第
九
巻
の
巻
頭
歌
で
す
が
、
そ
の
次
に
配
列
さ
れ
た
歌
（
巻
九
・
一
六
六
五
と
一
六

六
六
）
は
作
者
不
詳
で
す
が
そ
の
題
詞
に
「
岡
本
宮
に
天
の
下
知
ら
し
め
し
し
天
皇
の
紀
伊
国
に
幸
し
し
時

の
歌
二
首
」
と
あ
り
、
こ
の
時
代
区
分
は
舒
明
天
皇
の
時
代
の
歌
で
あ
る
こ
と
は
留
意
す
べ
き
で
す
。 

第
一
巻
で
雄
略
天
皇
の
歌
の
次
に
舒
明
天
皇
の
歌
を
配
列
し
た
方
針
が
、
第
九
巻
で
も
踏
襲
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
留
意
す
べ
き
で
す
。 

「
岡
本
宮
に
天
の
下
知
ら
し
め
し
し
天
皇
」
が
ど
の
天
皇
を
指
し
て
い
る
の
か
、
少
し
不
確
定
な
と
こ
ろ
が

あ
る
の
で
、
言
及
し
て
お
き
ま
す
。 

日
本
書
紀
に
舒
明
天
皇
の
紀
伊
国
行
幸
の
記
録
が
な
い
の
で
「
岡
本
宮
に
天
の
下
知
ら
し
め
し
し
天
皇
」
は

斉
明
天
皇
の
歌
と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

斉
明
天
皇
は
、
有
間
皇
子
事
件
が
起
こ
っ
た
時
に
紀
の
湯
に
行
か
れ
て
い
た
こ
と
が
日
本
書
紀
に
記
録
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
斉
明
天
皇
と
考
え
が
ち
に
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
斉
明
天
皇
の
場
合
に
は
日

本
書
紀
で
は
後
飛
鳥
崗
本
宮
で
世
を
治
め
ら
れ
て
い
た
の
で
正
確
に
表
記
さ
れ
て
い
る
と
考
え
れ
ば
舒
明

天
皇
の
歌
と
考
え
る
の
が
妥
当
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。
万
葉
集
第
一
巻
で
は
舒
明
天
皇
お
よ
び
斉
明
天
皇
の

宮
は
そ
れ
ぞ
れ
「
高
市
岡
本
宮
」
お
よ
び
「
後
岡
本
宮
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
日
本
書
紀
に
よ
れ
ば
舒
明

天
皇
が
”
高
市
天
皇
”
と
称
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
「
高
市
岡
本
宮
」
は
限
り
な
く
岡

本
宮
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
単
に
「
岡
本
宮
」
と
い
え
ば
舒
明
天
皇
を
指
す
と
考
え
る
ほ
う
が

合
理
的
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
が
、
解
説
書
で
は
断
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

次
の
関
心
事
は
、
題
詞
で
雄
略
天
皇
の
歌
と
し
て
い
る
の
に
、
左
注
に
よ
れ
ば
「
崗
本
天
皇
」
つ
ま
り
「
舒

明
天
皇
」
の
説
が
あ
る
と
い
う
の
で
す
。 
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先
の
説
に
よ
れ
ば
、
「
崗
本
天
皇
」
は
、
崗
本
宮
で
世
を
治
め
ら
れ
た
天
皇
と
い
う
こ
と
で
舒
明
天
皇
あ
る

い
は
斉
明
天
皇
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、
し
か
し
、
舒
明
天
皇
と
斉
明
天
皇
は
ご
夫
婦
で
あ
り
、
天
智
天

皇
の
父
君
と
母
君
で
あ
り
、
雄
略
天
皇
の
歌
か
ら
、
次
の
歌
が
舒
明
天
皇
あ
る
い
は
斉
明
天
皇
の
歌
に
な
る

こ
と
は
、
第
一
巻
の
頭
歌
か
ら
続
く
、
歌
の
配
列
方
針
と
同
じ
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
変
わ
り
ま
せ
ん
。 

更
に
留
意
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
歌
の
左
注
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
歌
に
非
常
に
似
た
、
舒
明

天
皇
の
歌
が
第
八
巻
（
一
五
一
一
）
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
歌
を
掲
げ
ま
す
。 

崗
本

を
か
も
と
の

天

皇

す
め
ら
み
こ
と

の
御
製
歌

お
ほ
み
う
た

一
首 

 
 

▼
夕
さ
れ
ば
小
倉

を

ぐ

ら

の
山
に
鳴
く
鹿
は
今
夜

こ

よ

ひ

は
鳴
か
ず
い
寝 ね

に
け
ら
し
も 

崗
本
天
皇
御
製
謌
一
首 

 
 

▼
暮
去
者 

小
倉
乃
山
尓 

鳴
鹿
者 

今
夜
波
不
鳴 

寐
宿
家
良
思
母 

 

先
の
雄
略
天
皇
の
二
首
目
の
歌
の
左
注
に
指
摘
さ
れ
た
歌
が
第
八
巻
の
秋
の
雑
歌
群
の
頭
歌
と
し
て
収
録

さ
れ
て
い
ま
す
。
原
歌
で
比
較
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

こ
の
「
秋
の
雑
歌
」
の
頭
歌
を
含
む
歌
群
の
歌
の
配
列
を
概
観
す
る
と
、
配
列
順
に
大
津
皇
子
、
穂
積
皇
子
、

但
馬
皇
女
（
子
部
王
の
作
と
題
中
に
あ
る
が
、
子
部
王
が
伝
誦
す
る
う
ち
に
子
部
王
作
に
な
っ
た
と
す
る
説

あ
り
）、
山
部
王
、
長
屋
王
と
続
き
、
そ
の
後
に
山
上
憶
良
の
十
二
首
の
「
七
夕
の
歌
」
の
歌
が
続
き
ま
す
。 

こ
こ
で
、
山
上
憶
良
の
「
七
夕
の
歌
」
の
話
に
し
ば
ら
く
移
り
ま
す
。 

山
上
憶
良
が
詠
ん
だ
歌
の
特
徴
の
一
つ
は
日
付
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。 

柿
本
人
麻
呂
歌
集
と
異
な
り
、
万
葉
集
に
日
付
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
山
上
憶
良
の
影
響
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
さ
え
考
え
て
い
ま
す
。
遣
唐
使
と
し
て
渡
唐
し
た
山
上
憶
良
の
影
響
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
す
。 

し
か
し
十
二
首
の
歌
の
最
初
の
歌
二
首
の
歌
の
日
付
に
不
可
解
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

そ
れ
ぞ
れ
の
歌
の
左
注
に
記
さ
れ
て
い
る
日
付
が
養
老
八
年
と
神
亀
元
年
の
七
月
七
日
に
な
っ
て
い
る
こ

と
で
す
。 

す
な
わ
ち
元
正
天
皇
は
首
皇
太
子
に
養
老
八
年
二
月
に
譲
位
さ
れ
、
即
位
さ
れ
た
聖
武
天
皇
は
そ
の
月
に

「
神
亀
」
と
改
元
さ
れ
ま
し
た
。
続
日
本
紀
に
よ
れ
ば
、
養
老
八
年
二
月
に
即
位
さ
れ
た
時
の
宣
命
体
の
中

に
改
元
の
詔
が
発
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

従
っ
て
養
老
八
年
七
月
七
日
の
日
付
は
な
い
わ
け
で
、
神
亀
元
年
七
月
七
日
と
記
さ
れ
る
べ
き
な
の
で
す
が
、

第
二
首
目
の
歌
の
日
付
が
神
亀
元
年
七
月
七
日
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
問
題
を
複
雑
に
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
問
題
の
解
釈
と
し
て
、
養
老
八
年
が
六
年
か
七
年
の
間
違
い
で
は
な
い
か
と
の
説
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
間
違
っ
て
い
る
と
の
確
証
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

一
つ
の
考
え
方
は
、
七
月
七
日
の
七
夕
祭
り
の
た
め
に
事
前
（
養
老
八
年
二
月
以
前
）
に
詠
ん
で
準
備
し
て

い
た
か
、
頑
固
に
あ
る
い
は
う
っ
か
り
改
元
を
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。 

す
な
わ
ち
山
上
憶
良
の
養
老
八
年
（
あ
る
い
は
神
亀
元
年
）
の
七
月
七
日
の
七
夕
の
歌
は
公
的
な
歌
（
令
に

応
ふ
）
と
私
的
な
歌
（
左
大
臣
宅
の
歌
）
で
、
そ
の
後
記
録
が
統
一
さ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
る
こ
と
は
可
能

で
す
。 

養
老
八
年
七
月
七
日
と
い
う
日
付
は
な
い
わ
け
で
す
か
ら
、
万
葉
集
の
筆
写
の
段
階
で
修
正
す
る
こ
と
は
可
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能
だ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
現
在
ま
で
そ
の
記
録
が
保
存
さ
れ
た
こ
と
は
、
生
身
の
人
の
記
録
を
後
の
人
た
ち

が
大
事
に
し
た
こ
と
が
強
く
想
定
さ
れ
ま
す
。 

聖
武
天
皇
即
位
後
、
山
上
憶
良
は
首
皇
太
子
の
退
庁
後
侍
人
を
辞
し
、
他
の
退
庁
後
侍
人
も
同
じ
だ
と
思

い
ま
す
が
、
当
時
の
左
大
臣
、
長
屋
王
の
庇
護
下
に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
こ
の
時
の
侍
人
の
中
に
、

紀
男
人
（
正
五
位
上
）
が
い
ま
す
が
、
彼
は
大
宰
大
弐
に
任
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
山
上
憶
良
も
そ
れ
よ
り
数

年
前
に
、
筑
前
守
に
任
じ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
退
庁
後
侍
人
は
そ
れ
ぞ
れ
に
新
し
い
働
き
場
が
与
え
ら
れ

た
の
で
す
。 

長
屋
王
は
柿
本
人
麻
呂
が
最
長
の
挽
歌
を
詠
ん
だ
高
市
皇
子
の
長
子
で
す
。
高
市
皇
子
を
通
し
て
、
ほ
ぼ

同
年
齢
の
柿
本
人
麻
呂
と
山
上
憶
良
に
は
接
点
が
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
そ
れ
か
ら
神
亀
三

年
頃
に
筑
前
守
に
任
ぜ
ら
れ
、
少
し
遅
れ
て
大
宰
帥
と
し
て
赴
任
し
て
き
た
大
伴
旅
人
と
の
本
格
的
な
交
流

が
始
ま
る
の
で
す
。 

こ
う
し
て
考
え
る
と
、
山
上
憶
良
の
七
夕
の
歌
の
前
に
長
屋
王
の
歌
が
あ
り
、
そ
の
前
に
山
部
王
、
但
馬
皇

女
と
穂
積
皇
子
の
歌
が
あ
る
の
は
、
山
上
憶
良
と
大
宰
府
で
交
流
が
あ
た
大
伴
坂
上
郎
女
と
の
関
係
が
想
定

さ
れ
、
そ
の
前
に
大
津
皇
子
の
歌
が
あ
る
の
は
、
大
伴
坂
上
郎
女
の
母
の
石
川
郎
女
と
の
関
係
に
お
い
て
一

つ
の
伏
線
が
想
定
さ
れ
ま
す
。 

そ
れ
で
は
、
雄
略
天
皇
の
歌
の
左
注
の
指
摘
と
、
そ
の
指
摘
の
舒
明
天
皇
の
歌
を
「
秋
の
雑
歌
」
の
頭
歌
に

し
た
の
は
誰
で
し
ょ
う
か
。 

そ
れ
は
類
聚
歌
林
を
著
し
た
山
上
憶
良
の
指
摘
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
、 

類
聚
歌
林
の
指
摘
は
万
葉
集
の
第
五
首
目
の
歌
（
巻
一
・
五
、
軍
王
の
歌
）
か
ら
で
す
が
、
山
上
憶
良
は
舒

明
天
皇
の
十
一
年
十
二
月
十
四
日
条
（
日
本
書
紀
）
の
伊
予
の
湯
の
宮
行
幸
の
こ
と
を
熟
知
し
て
お
り
、
山

上
憶
良
は
舒
明
天
皇
に
関
す
る
か
な
り
詳
し
い
情
報
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。 

「
鹿
の
鳴
声
」
に
関
し
て
、
興
味
あ
る
記
事
が
日
本
書
紀
の
「
仁
徳
天
皇
紀
」
に
あ
り
ま
す
。
妃
に
し
よ
う

と
し
て
磐
姫
皇
后
が
反
対
さ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
皇
后
が
亡
く
な
ら
れ
た
後
に
皇
后
に
さ
れ
た
八
田

皇
后
と
、
仁
徳
天
皇
三
十
八
年
七
月
に
高
台
に
登
り
、
暑
さ
を
避
け
て
過
ご
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
毎
夜
、

兎
餓
野
の
方
か
ら
悲
し
そ
う
な
鹿
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
月
末
に
な
っ
て
そ
の
鹿
の

鳴
き
声
が
聞
こ
え
な
く
な
り
、
気
に
掛
け
て
お
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

翌
日
に
猪
名
県
（
い
な
の
あ
が
た
）
の
佐
伯
部
が
肉
を
献
上
し
ま
し
た
。 

そ
れ
が
、
兎
餓
野
で
捕
え
た
鹿
の
肉
で
あ
る
こ
と
が
判
り
、
あ
の
鹿
を
殺
し
た
こ
と
を
止
む
を
え
な
い
こ
と

と
思
い
な
が
ら
、
佐
伯
部
を
安
芸
の
渟
田
（
ぬ
た
）
に
移
さ
れ
た
と
い
う
話
で
す
。
鹿
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え

な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
雄
略
天
皇
と
舒
明
天
皇
の
歌
に
共
通
で
す
。
も
し
、
こ
れ
ら
の
歌
が
仁
徳
天

皇
の
歌
で
あ
っ
た
ら
、
日
本
書
紀
の
記
事
と
対
応
し
ま
す
が
、
悲
惨
な
結
果
に
終
わ
っ
た
こ
と
は
、
歌
の
余

韻
を
帳
消
し
に
し
ま
す
。
先
の
仁
徳
天
皇
の
鹿
の
鳴
き
声
の
話
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
で
し
ょ
う
が
、
仁
徳

天
皇
の
歌
と
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

日
本
書
紀
で
は
こ
の
後
で
鹿
の
話
が
続
き
ま
す
が
、
そ
れ
に
続
き
、
雌
鳥
皇
女
（
め
と
り
の
ひ
め
み
こ
）
を

妃
に
召
そ
う
と
さ
れ
ま
す
が
、
雌
鳥
皇
女
が
そ
れ
を
嫌
い
、
天
皇
の
使
い
と
し
て
や
っ
て
き
た
異
母
弟
の
隼

別
皇
子
（
は
や
ぶ
さ
わ
け
の
み
こ
）
と
通
じ
、
天
皇
に
追
わ
れ
る
身
に
な
り
、
伊
勢
で
殺
さ
れ
る
と
い
う
悲

劇
が
起
こ
る
の
で
す
が
、
こ
の
雌
鳥
皇
女
の
、
こ
の
事
件
に
関
連
し
て
詠
ん
だ
歌
（
巻
四
・
四
八
四
）
が
万

葉
集
に
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。 


